
NEW

2020
Summer

Vol.7

企業家のための地域経済誌

［コアラネット］

2020  Sum
m

er
［

発
行

］ 株
式

会
社

ピ
ー・ア

ン
ド・イ

ー・デ
ィ

レ
ク

シ
ョ

ン
ズ

  リ
ッ

キ
ー

ビ
ジ

ネ
ス

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
株

式
会

社
  株

式
会

社
ウ

エ
ス

ト
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
 通

巻
7号（

2020年
8月

26日
）

［
コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト
］Vol.7

再生可能エネルギー
100％の新時代

コロナ禍で際立つ
最大手横浜銀行の理念

［戦う地銀］

大矢恭好代表取締役頭取



全国各地より厳選した逸品をお届け

モチモチ食感の「花山うどん」、ご当地幅広麺「花山ひも川」、日本一の
ご当地うどんを決める大会で三連覇を達成した幅約5cmの「鬼ひも川」
の詰合せ。かつおとさばの出汁が香るつゆ付きで、暑い夏にツルっと
いただきたい。

三種の麺 つゆ付き詰合せ
（株式会社花山うどん・群馬県）

兵庫県山陰沖で水揚げされる新鮮な「せこかに、のどぐろ、ほたるいか」を
贅沢に使用した珍味セット。兵庫県が漁獲量日本一を誇るほたるいかの
醤油漬けは、コクと旨みがぎゅっと詰まり、一度箸をつけると止まらくなる。

香住特選珍味セット
（マルヨ食品株式会社・兵庫県）

ミルクやバターが高価だった戦後、夏の風物詩として親しまれていた
「アイスクリン」。広島県呉市では今もなお愛され続け、「アイスもなか
の巴屋」を知らない人はいない。昔ながらのアイスクリンを自家製もなか
に挟んだ古き良き日本の味。

アイスもなか 15個セット
（有限会社巴屋・広島県）

「地方からの贈り物」通販サイトから商品をご購入いただけます。
オンラインショップ  http://chihou-gift.com/



つ
け
た
友
人
と
片
づ
け
を
始

め
る
と
、
自
然
と
笑
顔
が
戻

る
。
熊
本
県
人
吉
市
で
は
、

若
者
た
ち
が
一
団
と
な
っ
て

汚
泥
を
ス
コ
ッ
プ
で
掻
き
出

し
て
い
た
。
同
じ
境
遇
で
苦

し
む
人
の
た
め
に
額
に
汗
す

る
の
だ
。

聖
書
の
「
一
粒
の
麦
」
が

命
の
真
理
な
ら
ば
、
人
は
絶

望
の
な
か
に
生
へ
の
強
い
希

望
を
宿
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
ボ
ー
ド

レ
ー
ル
の
『
窓
』
と
い
う
詩

に
こ
ん
な
一
句
が
あ
る
。

「
蝋
燭
の
光
に
照
ら
し
出

さ
れ
た
窓
ほ
ど
、
奥
深
く
、

謎
め
い
て
い
て
、
豊
か
で
、

闇
に
包
ま
れ
、
眩
い
も
の
は

な
い
。
こ
の
暗
か
っ
た
り
、

明
る
か
っ
た
り
す
る
窓
の
な

か
に
、
生
命
は
生
き
、
生
命

は
夢
を
見
る
。
」

人
は
自
然
の
荒
々
し
い
試

練
を
受
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

寄
り
添
い
、
助
け
合
っ
て
、

知
恵
を
つ
け
た
。
今
日
の
経

済
や
文
化
の
発
展
も
、
そ
の

源
泉
は
自
然
の
摂
理
を
享
受

し
、
そ
れ
で
も
生
き
抜
こ
う

と
す
る
人
間
の
希
望
で
あ
っ

た
は
ず
だ
。

一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
。

７
月
は
豪
雨
災
害
が

多
発
し
た
。
29
日

は
山
形
県
で
最
上

川
が
氾
濫
、
濁
流
が
住
民
の

日
常
を
呑
み
込
ん
だ
。
４
日

に
は
熊
本
県
を
流
れ
る
球
磨

川
の
堤
防
が
決
壊
、
人
吉
市

は
泥
の
海
に
変
わ
り
果
て
た
。

災
害
は
、
尊
い
命
ま
で
奪

い
、
残
さ
れ
た
者
を
悲
し
み

の
底
に
落
と
す
。
人
々
を
善

悪
に
関
わ
り
な
く
幸
と
不
幸

に
分
断
す
る
。

だ
が
、
被
災
地
に
赴
く
と
、

絶
望
の
な
か
の
希
望
と
い
う

も
の
に
遭
遇
す
る
。
自
宅
が

浸
水
し
た
山
形
県
大
石
田
町

に
住
む
高
橋
功
さ
ん
。
駆
け
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20
２
０
年
７
月
28
日
、

山
形
県
を
記
録
的
な

豪
雨
が
襲
っ
た
。
深

夜
か
ら
29
日
朝
に
か
け
て
県
内

を
流
れ
る
最
上
川
が
数
ヵ
所
で

氾
濫
。
死
傷
者
こ
そ
出
な
か
っ

た
が
、
多
数
の
家
屋
や
農
地
が

浸
水
被
害
を
受
け
た
。

７
月
29
日
夜
、
最
も
被
災
家

屋
の
多
い
大
石
田
町
を
訪
れ
る

と
、
浸
水
し
た
川
沿
い
の
住
宅

地
に
消
防
車
が
集
結
し
、
ポ
ン

プ
に
よ
る
排
水
を
続
け
て
い
た
。

翌
30
日
に
再
訪
す
る
と
、
特
に

浸
水
の
激
し
か
っ
た
豊
田
地
区

や
今
宿
地
区
で
は
、
後
片
付
け

に
追
わ
れ
る
住
民
の
姿
が
目
に

入
る
。
今
宿
区
長
を
務
め
る
高

橋
功
さ
ん
（
78
）
は
、
「
床
上

ま
で
水
が
来
た
。
こ
れ
ほ
ど
水

位
が
上
が
る
と
は
予
想
外
で
、

家
具
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
避
難

し
た
」
と
疲
れ
た
表
情
で
語
る
。

山
形
県
村
山
市
と
東
根
市
の

境
界
付
近
で
も
、
土
手
の
決
壊

に
よ
る
広
範
囲
の
浸
水
が
発
生
。

川
沿
い
は
田
畑
も
道
路
も
冠
水

し
て
お
り
、
付
近
の
桃
畑
の
様

子
を
見
に
来
た
地
元
農
家
の
奥

山
直
嘉
さ
ん
（
35
）
は
、
水
が

流
れ
続
け
る
道
を
前
に
途
方
に

暮
れ
た
表
情
で
、
「
今
朝
に
な

っ
て
水
が
引
き
始
め
た
が
、
ま

だ
現
場
に
行
け
な
い
。
今
後
の

出
荷
の
可
否
も
含
め
て
見
通
せ

な
い
」
と
不
安
を
口
に
し
た
。

九
州
の
大
規
模
な
水
害
も
記

憶
に
新
し
い
。
７
月
４
日
早
朝
、

熊
本
県
人
吉
市
や
八
代
市
で
は

球
磨
川
が
氾
濫
し
、
周
辺
は
洪

水
に
見
舞
わ
れ
た
。
自
宅
が
軒

先
の
高
さ
ま
で
水
没
し
た
花
田

淳
さ
ん
（
68
）
は
、
「
１
９
６

５
年
の
水
害
を
踏
ま
え
て
私
の

親
が
家
を
嵩
上
げ
し
て
い
た
が
、

今
回
は
当
時
の
最
高
値
よ
り
２

ｍ
も
水
位
が
上
が
っ
た
」
と
驚

き
を
口
に
す
る
。

７
月
上
旬
の
豪
雨
災
害
は
、

鹿
児
島
県
や
福
岡
県
、
岐
阜
県
、

長
野
県
、
広
島
県
、
島
根
県
な

ど
に
も
広
が
り
、
福
岡
県
大
牟

田
市
や
久
留
米
市
、
岐
阜
県
下

呂
市
で
は
、
24
時
間
降
水
量
の

観
測
史
上
最
大
値
を
更
新
し
た
。

７
月
31
日
の
内
閣
府
の
発
表

に
よ
れ
ば
、
豪
雨
災
害
に
よ
る

死
者
数
は
82
人
、
行
方
不
明
者

数
は
４
人
、
住
宅
の
全
・
半
壊

数
は
８
４
６
棟
、
床
上
・
床
下

浸
水
数
は
１
万
５
８
０
０
棟
を

超
え
て
い
る
。
８
月
３
日
の
国

土
交
通
省
の
発
表
で
は
、
直
轄

国
道
２
区
間
、
補
助
国
道
35
区

間
が
通
行
止
め
で
、
都
道
府
県

・
政
令
市
道
１
５
６
区
間
で
路

面
変
形
や
路
肩
崩
落
が
生
じ
て

い
る
。

農
業
や
企
業
に
大
打
撃

経
済
的
な
打
撃
は
計
り
知
れ

な
い
。
農
林
水
産
省
は
、
８
月

３
日
ま
で
の
集
計
で
、
農
林
水

産
関
係
の
被
害
総
額
が
44
道
府

県
で
１
１
９
７
・
９
億
円
に
の

ぼ
っ
た
と
公
表
し
た
が
、
畜
産

物
や
漁
船
、
養
殖
施
設
な
ど
の

被
害
は
調
査
中
だ
。
さ
ら
に
増

え
る
公
算
が
大
き
い
。

企
業
も
多
数
被
災
し
た
。
山

形
県
村
山
市
の
日
神
機
工
山
形

営
業
所
で
は
、
納
入
代
行
の
た

て
初
め
て
」
と
話
す
。
人
吉
市

の
花
田
さ
ん
は
、
「
今
回
市
内

の
６
〜
７
割
が
冠
水
し
た
が
、

こ
ん
な
こ
と
は
過
去
に
な
か
っ

た
」
と
し
、
「
温
暖
化
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け
な

い
。
人
間
の
せ
い
だ
」
と
訴
え

た
。

確
か
に
、
異
常
気
象
の
要
因

と
し
て
地
球
温
暖
化
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
）
は
１
９
８
８
年
の
発

足
以
来
、
気
候
変
動
に
係
る
世

界
中
の
論
文
か
ら
最
新
の
知
見

を
ま
と
め
、
第
５
次
評
価
報
告

書
で
は
世
界
の
平
均
気
温
が
１

８
８
０
年
か
ら
２
０
１
２
年
の

間
に
０
・
85
℃
上
昇
し
た
と
指

摘
。
さ
ら
に
そ
の
温
暖
化
は
１

７
５
０
年
以
降
の
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
濃
度
の
増
加
が
招
い

て
お
り
、
そ
れ
は
人
間
の
活
動

に
よ
る
も
の
と
判
断
し
た
。
報

告
書
で
は
、
95
％
の
確
度
で
20

世
紀
中
頃
か
ら
の
温
暖
化
が
人

間
の
活
動
に
よ
る
も
の
と
し
て

い
る
。

そ
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
が
抑
制
さ
れ
な

い
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、

２
１
０
０
年
ま
で
に
世
界
平
均

気
温
が
2.6
〜
4.8
℃
上
昇
す
る
と

予
測
。
一
層
激
し
い
異
常
気
象

が
猛
威
を
振
る
う
と
警
告
す
る
。

い
ま
や
人
為
的
な
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
は
国
際
社
会

の
共
通
課
題
だ
。
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
を
加
速
さ
せ
、
脱
炭

素
社
会
を
早
急
に
実
現
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

め
に
預
か
っ
た
資
材
を
保
管
す

る
倉
庫
が
冠
水
。
７
月
30
日
に

浸
水
後
初
め
て
内
部
を
確
認
し

た
齋
藤
洋
一
所
長
（
40
）
は
、

「
予
想
ほ
ど
浸
水
し
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
使
え
る
も
の
と
使

え
な
い
も
の
を
仕
分
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
１
週
間
程
か
か

り
そ
う
だ
」
と
い
う
。

７
月
７
日
に
大
規
模
な
浸
水

が
起
き
た
福
岡
県
大
牟
田
市
で

は
、
三
池
製
錬
や
デ
ン
カ
の
工

場
で
設
備
が
冠
水
し
、
操
業
停

止
に
陥
っ
た
。
熊
本
県
で
は
、

人
吉
市
や
球
磨
村
の
酒
蔵
３
社

が
濁
流
の
流
入
で
被
災
し
た
ほ

か
、
芦
北
町
の
東
海
カ
ー
ボ
ン

の
工
場
が
浸
水
し
、
黒
鉛
化
炉

で
火
災
事
故
が
発
生
し
た
。
観

光
業
や
飲
食
業
、
小
売
業
な
ど

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い

た
だ
け
に
、
豪
雨
災
害
の
打
撃

は
想
定
以
上
に
大
き
い
は
ず
だ
。

中
小
企
業
庁
は
７
月
４
日
、

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
向

け
の
対
策
を
発
表
。
日
本
政
策

金
融
公
庫
と
商
工
組
合
中
央
金

庫
に
よ
る
災
害
復
旧
貸
付
の
実

施
や
、
特
例
の
信
用
保
証
を
行

う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４

号
の
適
用
、
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
に
よ
る
小
規
模
企
業
共

済
災
害
時
貸
付
、
既
往
債
務
の

返
済
条
件
緩
和
な
ど
を
打
ち
出

し
た
。
対
象
地
域
は
29
日
時
点

で
９
県
98
市
町
村
に
及
ぶ
。

政
府
は
７
月
14
日
、
豪
雨
災

害
を
特
定
非
常
災
害
に
指
定
し

た
。
指
定
災
害
の
影
響
で
事
業

報
告
書
の
提
出
や
各
種
届
出
を

期
限
ま
で
に
行
え
な
い
場
合
、

10
月
30
日
ま
で
猶
予
す
る
。
さ

ら
に
は
有
効
期
間
の
満
了
日
が

近
い
許
認
可
に
つ
い
て
期
限
を

特
例
で
延
長
す
る
ほ
か
、
債
権

者
に
よ
る
破
産
手
続
き
開
始
の

申
し
立
て
を
条
件
付
き
で
２
０

２
２
年
７
月
２
日
ま
で
決
定
を

留
保
す
る
。

一
方
、
被
災
地
で
は
人
々
の

力
強
さ
が
光
る
。
山
形
県
東
根

市
内
に
所
有
す
る
畑
が
冠
水
し

た
青
野
一
男
さ
ん（
77
）が
「
家

が
被
災
し
た
人
こ
そ
大
変
だ
ろ

う
。
作
物
な
ら
ま
た
来
年
取
れ

る
」
と
気
丈
に
語
れ
ば
、
熊
本

県
人
吉
市
の
花
田
さ
ん
は
、

「
家
が
水
に
浸
か
っ
た
が
、
他

に
行
く
所
も
な
い
の
で
こ
こ
に

住
み
続
け
る
」
と
決
意
を
固
め

る
。

脱
炭
素
化
は

待
っ
た
な
し

と
も
あ
れ
、
自
然
災
害
は
激

化
し
て
い
る
。
東
根
市
に
77
年

間
住
み
続
け
て
き
た
青
野
さ
ん

は
、
「
こ
ん
な
水
害
は
生
ま
れ 最上川流域の被災地では、多くの建物や道路、農地が冠水していた

日本各地で豪雨災害
農林水産被害1200億円 地域の企業が多数被災

停滞する梅雨前線の影響で7月に豪雨災害が多発した。
農林水産の被害総額が1200億円規模にのぼったほか、多くの企業が被災した。

豪雨災害による九州企業の主な被災状況（2020年7月28日現在）

自治体 死者数
住宅被害（棟）

事業者の主な被災状況
全・半壊 床上・床下

浸水

福岡県

大牟田市 2 ― 2798
◦三池製錬の熔錬工場が冠水、電気設備等の被害で操業停止
◦デンカ大牟田工場が浸水し一時操業停止、7月8日より順次稼働再開
◦市内事業者からの罹災証明申請数が7月20日時で160件以上

久留米市 ― ― 1955
◦家具資材販売のイケショウ、工場兼倉庫が浸水し商品が冠水（7月11日西日本新聞）
◦ダイハツ久留米工場が7月6日午後から稼働停止。7月8日に再開（7月8日ロイター）
◦被災した事業者は7月22日時で150件以上

熊本県

八代市 4 ― 455 ◦日本製紙八代工場が一時操業停止。7月20日に再開（7月22日読売新聞ほか）

人吉市 20 ― 4681

◦ストッキング製造の福助熊本工場が冠水し操業停止（7月11日熊本日日新聞）
◦大和一酒造元と渕田酒造場で大規模な浸水被害（7月16日西日本新聞ほか）
◦旅館しらさぎ荘が水没（7月12日西日本新聞）
◦松屋温泉ビジネスホテルが浸水被害後復旧、7月18日から温泉を無料開放（7月19日NHK）

芦北町 11 21 811 ◦東海カーボン田ノ浦工場で黒鉛化炉が浸水、水蒸気爆発と火災発生

球磨村 25 ― 490 ◦渕田酒造本店で大規模な浸水被害（7月19日熊本日日新聞）

大分県 日田市 1 19 103 ◦温泉旅館の天龍荘で浸水被害。温泉汲み上げポンプが流失（7月9日東京新聞）
◦被害企業数が7月22日時で150件以上。工場や旅館の多くが再開未定

鹿児島県 鹿屋市 ― 11 182 ◦新川町内の青果市場で膝上まで浸水（7月6日鹿児島テレビ）

7月28日までのメディア報道およびCOALAnet取材をもとに作成
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日
本
銀
行
が
全
国
の
景

気
動
向
を
四
半
期
ご

と
に
取
り
ま
と
め
る

地
域
経
済
報
告
書
を
２
０
２
０

年
７
月
９
日
に
公
表
し
た
。
今

回
の
報
告
書
で
は
、
「
北
海

道
」
か
ら
「
九
州
・
沖
縄
」
ま

で
の
９
地
域
す
べ
て
に
つ
い
て
、

４
月
と
比
較
し
て
景
気
動
向
が

悪
化
し
て
い
る
か
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
判
断
し
た
。

引
き
下
げ
要
因
と
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
言
及
。
全
国
共
通
で
個
人

消
費
や
住
宅
投
資
、
雇
用
・
所

得
情
勢
が
悪
影
響
を
受
け
て
い

る
と
し
た
。
た
だ
公
共
投
資
は
、

東
北
以
外
で
「
増
加
」
な
い
し

「
高
水
準
」
の
状
況
に
あ
る
と

い
う
。
さ
ら
に
、
全
国
９
地
域

の
な
か
で
は
、
と
く
に
北
海
道

と
北
陸
の
景
気
が
「
大
幅
に
悪

化
し
て
い
る
」
と
判
断
し
た
。

日
銀
は
、
北
海
道
に
関
し
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
観

光
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
個

人
消
費
は
大
幅
に
減
少
」
と
し
、

輸
出
や
生
産
、
住
宅
投
資
も
鈍

化
し
、
企
業
の
収
益
状
況
な
ど

が
悪
化
し
て
い
る
と
判
断
。
労

働
需
給
と
雇
用
者
所
得
も
「
弱

め
の
動
き
」
と
し
た
。

北
陸
に
つ
い
て
も
、
景
況
悪

化
の
主
因
に
コ
ロ
ナ
禍
を
挙
げ

た
。
個
人
消
費
に
は
持
ち
直
し

の
兆
し
が
あ
る
と
の
見
方
を
示

し
つ
つ
も
、
持
続
性
が
不
透
明

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
住
宅
投

資
や
設
備
投
資
、
雇
用
・
所
得

環
境
は
低
調
と
し
、
企
業
の
業

況
感
は
「
製
造
業
・
非
製
造
業

と
も
に
大
幅
に
悪
化
し
て
い

る
」
と
い
う
見
方
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
地
域
に
つ
い
て
、

東
北
、
近
畿
、
沖
縄
の
全
体
感

を
「
悪
化
し
て
い
る
」
と
し
、

関
東
甲
信
越
は
「
極
め
て
厳
し

い
状
態
」
、
東
海
と
中
国
は

「
厳
し
い
状
態
」
、
四
国
は

「
一
段
と
弱
い
動
き
」
と
し
て

い
る
。

報
告
書
全
体
を
通
し
て
楽
観

的
な
要
素
の
記
述
は
少
な
い
。

た
だ
東
海
で
は
輸
出
と
生
産
、

個
人
消
費
に
持
ち
直
し
の
動
き

が
出
て
い
る
と
い
う
。
関
東
甲

信
越
、
東
海
、
近
畿
で
は
企
業

の
設
備
投
資
は
鈍
化
し
つ
つ
も

増
加
基
調
に
あ
る
よ
う
だ
。
四

国
で
は
設
備
投
資
が
高
水
準
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
全
国
的
に
企

業
倒
産
件
数
は
落
ち
着
い
た
動

き
で
推
移
し
て
い
る
模
様
だ
。

日
銀
の
地
域
経
済
報
告
は
、

四
半
期
ご
と
の
支
店
長
会
議
の

た
め
に
各
地
域
の
支
店
か
ら
収

集
さ
れ
る
情
報
を
も
と
に
作
成

さ
れ
る
。
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
に
よ
る
定
性
的
な
情
報

を
多
く
反
映
す
る
。

日
銀
は
４
月
の
報
告
書
で
も

前
回
比
で
景
気
判
断
を
引
き
下

げ
て
お
り
、
２
四
半
期
連
続
で

の
引
き
下
げ
と
し
た
。
景
況
感

を
示
す
表
現
は
、
４
月
時
点
で

は
「
弱
め
の
動
き
」
や
「
下
押

し
圧
力
の
強
い
状
態
」
な
ど
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
は

悪
化
と
い
う
表
現
が
多
く
、
一

層
深
刻
さ
が
増
し
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
。

「この路線で行くと決めたときは勇気
がいった」。

そう語るのは、アグリイズムを設
立した安齋勝也会長だ。2013年の創業以
来、希少な西洋野菜を栽培し、現在は45種
に及ぶ作物をレストランやホテルなどに販売
しているが、実はこのモデル、嬬恋村の農家
ではかなり異質である。というのも、嬬恋村
は標高1000m以上の冷涼な高原で、キャベ
ツの出荷量日本一を誇る。村内を見渡せば
キャベツ畑ばかりで、大型農業機械によるキ
ャベツの単作大量生産が主流なのだ。

ただ、安齋会長が西洋野菜を選んだのに
は理由があった。アグリイズムの設立以前、
安齋会長は、父の代から続くキャベツや白菜
の仲買業を営んでいた。事業は順調だった
が、十数年前から、従来の卸売市場を介し
た流通よりも、商社による直接買付けが増え

たのだ。顧客ごとに異なる味や食感を求めら
れるようになり、大量生産・大量流通の仕組
みでは対応が難しくなった。安齋会長は、妻
の実家が農家だったことから、細かい注文
には自ら生産して対応するようになった。そし
て安齋会長は、市場取引に依存した仲買業
から、農業への全面転換を決意し、法人とし
て起業したのだ。

就農に際して安齋会長の念頭にあったの
は、多種多様な要望に応じることである。「イ
ンターネットを通じた農作物の小売りが増

えた時期でもあり、消費者の要求
は細分化すると見込んだ」と安齋会
長。大規模経営のキャベツ生産を避
け、西洋野菜の少量多品種生産に方
向性を定めたのだった。

きめ細かい営業で市場開拓
西洋野菜に着目した経緯について安齋

会長は、「元々趣味で数種の西洋野菜を育
てていた。仲買時代にもスポット的に販売し
ており、手応えはあった」と話す。

とはいえ、西洋野菜の国内栽培事例は乏
しく、試行錯誤の繰り返しだった。安齋会長
は、「新しい種類を導入する場合、最初の1
年は試しに育ててみて、うまくいくことを確認
してから顧客へ紹介する」という。同じ野菜
でも土質や気候によって味が変わることがあ
り、試験栽培は欠かせないのである。

大口のキャベツ需要
を手放したことでプレッ
シャーを感じていた安齋
会長は、精力的に展示
会や商談会に出展。一
般の野菜ではないだけ
に、「実際に見てもらうの
が一番」（安齋会長）と考
えた。さらに、野菜を売る
際には使い方も併せて
提案するなど、きめ細か

い対応を心掛ける。
そうした努力が実り、需要は拡大した。小

売店やファミリーレストランでの西洋野菜の
普及も追い風となり、現在アグリイズムは村
内の計5haの農地で耕作。ケールだけでも
週500kg程度は収穫する。創業初期に売れ
残り野菜を活用する目的で開発したドライベ
ジタブルも、いまや贈答品などとして好評だ。

出荷が伸びるに従い、新たな課題も出て
きた。安齋会長は「少量多品種では顧客数
が多く、発送業務が煩雑になる。仕事全体の

やる気にも悪影響が出た」との苦労を話す。
そこで近年は『SEND』という農家と買い手
を仲介するウェブサービスを活用し始めた。
注文された商品を所定の発送先に送れば、
仕分けや梱包まで代行してくれるため、農家
は農作業に専念できる。

安齋会長は育てる野菜について、「苦いも
のは苦くて構わない」との考えで、本来の味
や個性を活かすことにこだわる。そのため有
機農法を導入したり、少ない肥料で栽培した
りと工夫を重ねてきた。「万人受けは狙わな
い。本当に好きな人に食べてほしい」（安齋
会長）との思いが日々の研鑽の原動力とな
り、現在の人気を生む源になったのだろう。

「今後は体験農園に取り組みたい」と話す
安齋会長。作物が育つ土地の匂いや雰囲気
とともに野菜づくりを楽しんでほしいという
わけだ。コロナ禍で先行きが不透明としつつ
も、安齋会長は、「野菜販売や体験農園を通
して嬬恋を知る人を増やし、地域の発展に
貢献したい」と展望を語った。

日銀、地域経済報告公表
全地域の景気判断引き下げ

日銀は7月に公表した地域経済報告で、全国9地域の景気判断を引き下げた。
コロナ禍で地域の産業が深刻な状況にあるようだ。

日銀による全国9地域の景気総括 
地域 2020年4月の判断 前回比較 2020年7月の判断

北海道 コロナ禍の影響などで下押し圧力の強い状態 ↘ コロナ禍の影響で大幅に悪化している

東北 コロナ禍の影響などでこのところ弱い動き ↘ コロナ禍の影響などで悪化している

北陸 コロナ禍の影響などで弱めの動き ↘ コロナ禍の影響などで大幅に悪化している

関東・甲信越 コロナ禍の影響などでこのところ弱い動き ↘ コロナ禍の影響で極めて厳しい状態

東海 コロナ禍が続き、下押し圧力の強い状態 ↘ 改善の動きがみられ始めたが、厳しい状態 

近畿 コロナ禍の影響で弱い動き ↘ コロナ禍の影響で悪化した状態が続く

中国 コロナ禍の影響などでこのところ弱い動き ↘ コロナ禍の影響で大幅に悪化した後、厳しい状態
が続く 

四国 コロナ禍の影響でこのところ弱めの動き ↘ コロナ禍の影響で一段と弱い動き 

九州・沖縄 コロナ禍の影響などで個人消費や輸出・生産を
中心にこのところ弱い動き ↘ コロナ禍の影響で悪化している

日銀地域経済報告をもとにCOALAnet作成

食
農

少 量 多 品 種 で 差 別 化
新 興 農 家 の 希 少 野 菜 生 産
群馬県嬬恋村の農業法人、アグリイズムは、地元特産品のキャベツではなく、
日本では珍しい西洋野菜を生産している。それは新興農家の生き残り策だった。

安齋勝也会長（左）、元の味を活かすため、ドライベジタブルに味付けなどは
しない

同社では珍しい姿の西洋野菜や、『419』という
珍しい品種のキャベツを扱っている

Company Profile

社名 アグリイズム
本社所在地 群馬県吾妻郡嬬恋村干俣2193
創業・設立 2013年

資本金 500万円
経常収益 1500万円（2019年10月期）

社員数 3人
取引銀行 群馬銀行

https://www.facebook.com/agri ism.
k/?ref=page_internal
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

需
要
が
拡
大
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
の
『
パ
リ

協
定
』
を
機
に
二
酸
化
炭
素
の
排

出
ゼ
ロ
を
目
指
す
国
際
合
意
が
形

成
さ
れ
、
多
く
の
企
業
が
〝
脱
炭

素
化
〞
を
推
進
。
い
ま
や
事
業
運

営
の
電
力
を
１
０
０
％
再
エ
ネ
で

賄
う
『
Ｒ
Ｅ
１
０
０
』
加
盟
企
業

は
２
０
０
を
超
え
て
い
る
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
、
欧

州
諸
国
を
中
心
に
提
唱
さ
れ
始
め

た
の
が
〝
緑
の
回
復
〞
だ
。
企
業

の
再
エ
ネ
投
資
を
促
し
て
気
候
変

動
対
策
を
進
め
つ
つ
、
経
済
再
建

を
図
る
施
策
で
あ
る
。
日
本
で
も
、

気
候
変
動
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
緑

の
回
復
の
重
要
性
を
訴
え
、
小
泉

進
次
郎
環
境
大
臣
は
脱
炭
素
化
と

循
環
経
済
で
自
立
分
散
型
社
会
を

築
く
方
針
を
示
し
た
。
経
団
連
も

脱
炭
素
化
に
挑
む
『
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ゼ
ロ
』
を
標
榜
、
１
３
０
超
の

企
業
・
団
体
が
賛
同
す
る
。

地
域
の
企
業
が
再
エ
ネ
電
力
を

調
達
す
れ
ば
、
電
力
代
が
下
が
り
、

競
争
力
が
高
ま
る
。
地
域
で
再
エ

ネ
電
力
の
利
用
が
広
が
れ
ば
、
電

力
の
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
内
循

環
が
生
ま
れ
、
地
域
が
潤
う
の
だ
。

再
エ
ネ
の
調
達
法
や
活
用
事
例
に

迫
り
、
再
エ
ネ
１
０
０
％
の
新
時

代
を
切
り
取
る
。

再生可能エネルギー
100％の新時代
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脱
炭
素
社
会
の
実
現
が

世
界
各
国
の
共
通
課

題
と
な
る
な
か
、
気

候
変
動
対
策
は
企
業
に
と
っ
て

重
要
な
経
営
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
株
式
市
場
で
は
、
環
境

な
ど
に
配
慮
す
る
企
業
こ
そ
持

続
的
な
成
長
が
見
込
め
る
と
の

評
価
が
浸
透
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環

境
・
社
会
・
企
業
統
治
）
投
資

が
拡
大
。
い
ま
や
上
場
企
業
が

株
価
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

気
候
変
動
対
策
へ
の
取
り
組
み

を
投
資
家
に
分
か
り
や
す
い
形

で
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
企
業
は
、
事
業
運
営

に
必
要
な
電
力
を
、
二
酸
化
炭

素
を
一
切
排
出
し
な
い
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
代
替
し
始
め

た
。
２
０
１
４
年
に
創
設
さ
れ

た
『
Ｒ
Ｅ
１
０
０
』
は
、
事
業

用
の
電
力
を
１
０
０
％
再
エ
ネ

で
賄
う
こ
と
を
表
明
し
た
企
業

の
連
盟
で
あ
る
。
ア
ッ
プ
ル
や

グ
ー
グ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ
、
ナ
イ
キ
、
イ

ケ
ア
と
い
っ
た
世
界
の
名
立
た

る
企
業
が
多
数
加
盟
し
て
お
り
、

す
で
に
２
０
０
社
を
超
え
て
い

る
。日

本
で
も
、
Ｒ
Ｅ
１
０
０
に

加
盟
す
る
大
手
企
業
が
34
社
に

増
え
た
ほ
か
、
２
０
１
９
年
10

月
に
発
足
さ
れ
た
中
小
企
業
版

の
『
再
エ
ネ
１
０
０
宣
言
Ｒ
Ｅ

ア
ク
シ
ョ
ン
』
に
は
69
団
体
が

加
盟
し
て
い
る
。
大
手
企
業
か

ら
中
小
企
業
ま
で
、
再
エ
ネ
電

力
に
切
り
替
え
る
動
き
が
活
発

に
な
っ
て
き
た
わ
け
だ
。
で
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
再

エ
ネ
を
調
達
し
て
い
る
の
か
。

環
境
価
値
を
買
う

再
エ
ネ
調
達
と
し
て
海
外
で

盛
ん
な
の
は
「
環
境
価
値
の
購

入
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
再
エ

ネ
電
力
の
使
用
や
森
林
経
営
に

は
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
効

果
が
あ
っ
て
、
そ
の
環
境
価
値

を
切
り
離
し
て
取
引
す
る
仕
組

み
が
あ
る
。
企
業
が
環
境
価
値

を
購
入
す
れ
ば
、
そ
れ
を
も
っ

て
自
社
で
排
出
す
る
二
酸
化
炭

素
と
相
殺
で
き
る
の
だ
。
し
か

し
、
再
エ
ネ
を
調
達
し
た
に
等

し
い
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

数
あ
る
環
境
価
値
の
な
か
か
ら
、

再
エ
ネ
電
力
の
環
境
価
値
を
購

入
す
る
必
要
が
あ
る
。
ひ
と
つ

が
『
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
』
だ
。

た
と
え
ば
、
あ
る
企
業
が
化

石
燃
料
由
来
の
電
力
を
１
万
ｋＷｈ

使
用
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
の

企
業
が
１
万
ｋＷｈ
分
の
グ
リ
ー
ン

電
力
証
書
を
購
入
す
れ
ば
、
再

エ
ネ
電
力
を
１
万
ｋＷｈ
調
達
し
て

い
る
と
見
做
さ
れ
る
。
た
だ
グ

リ
ー
ン
電
力
証
書
の
取
引
相
場

は
３
〜
４
円
／
ｋＷｈ
だ
。
企
業
が

15
円
／
ｋＷｈ
の
従
量
料
金
単
価
で

電
力
を
購
入
し
て
い
た
な
ら
ば
、

基
本
料
金
を
除
く
１
万
ｋＷｈ
分
の

電
力
代
は
本
来
15
万
円
で
済
む

の
だ
が
、
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書

を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企

業
の
電
力
コ
ス
ト
は
18
万
〜
19

万
円
に
増
え
て
し
ま
う
。

も
う
ひ
と
つ
は
『
Ｊ
‒
ク
レ

ジ
ッ
ト
』
。
再
エ
ネ
電
力
の
使

用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
利

用
、
植
林
な
ど
の
環
境
価
値
に

対
し
て
国
が
発
行
す
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
だ
。
２
０
１
３
年
４
月
に

取
引
が
始
ま
り
、
グ
リ
ー
ン
電

力
証
書
よ
り
も
流
通
量
は
多
い
。

た
だ
、
Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は

種
類
が
複
数
あ
る
。
再
エ
ネ
調

達
に
充
て
ら
れ
る
Ｊ
‒
ク
レ
ジ

ッ
ト
は
、
再
エ
ネ
電
力
由
来
の

Ｊ
‒
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
限
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
で
は

企
業
の
再
エ
ネ
調
達
を
目
的
と

し
た
環
境
価
値
の
取
引
量
は
少

な
い
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
エ
ネ
の
固

定
価
格
買
取
制
度
）
を
活
用
し

て
売
電
さ
れ
る
再
エ
ネ
電
力
は

環
境
価
値
の
対
象
か
ら
外
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
国

内
で
は
後
述
す
る
２
つ
の
手
法

が
再
エ
ネ
調
達
の
主
流
で
あ
る
。

再
エ
ネ
電
力
に

切
り
替
え
る

２
０
１
６
年
に
電
力
小
売
り

が
全
面
自
由
化
さ
れ
、
い
ま
や

大
手
電
力
会
社
の
ほ
か
に
新
電

力
会
社
が
多
数
存
在
す
る
。
な

か
に
は
再
エ
ネ
電
力
の
販
売
に

強
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
そ
う

し
た
新
電
力
会
社
に
電
力
の
購

入
先
を
切
り
替
え
れ
ば
、
再
エ

ネ
電
力
を
調
達
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
「
再
エ
ネ
電
力
へ
の
切

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
企
業
が
増
え
て
き
た
。

ど
の
よ
う
に
し
て

再
エ
ネ
を
集
め
て
い
る
の
か
。

再
エ
ネ
調
達
の
要
点
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。
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り
替
え
」
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
大
手
電
力
会
社
も
、

水
力
発
電
所
由
来
の
再
エ
ネ
電

力
を
使
っ
た
電
力
料
金
プ
ラ
ン

を
用
意
し
て
い
る
。
電
力
の
調

達
先
を
新
電
力
会
社
に
切
り
替

え
る
手
間
が
省
け
る
点
で
、
こ

れ
を
活
用
す
る
手
も
あ
る
。
た

だ
電
力
代
が
割
高
に
な
る
場
合

も
少
な
く
な
い
。
よ
く
吟
味
し

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

地
元
へ
貢
献
し
た
い
企
業
は
、

地
元
の
企
業
や
自
治
体
な
ど
が

出
資
す
る
地
域
新
電
力
会
社
か

ら
再
エ
ネ
電
力
を
購
入
す
る
と

よ
い
。
地
域
新
電
力
会
社
に
支

払
う
電
力
代
が
地
域
新
電
力
会

社
を
介
し
て
地
域
内
で
循
環
す

る
た
め
、
地
域
経
済
の
発
展
に

い
く
ら
か
寄
与
で
き
る
。

工
場
や
倉
庫
な
ど
を
保
有
す

る
企
業
な
ら
ば
、
屋
根
な
ど
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

発
電
し
た
再
エ
ネ
電
力
を
Ｐ
Ｐ

Ａ
（
電
力
売
買
契
約
）
方
式
で

購
入
す
る
方
法
が
あ
る
。
一
般

の
電
力
が
送
配
電
網
を
経
由
し

て
供
給
さ
れ
る
の
に
対
し
、
Ｐ

Ｐ
Ａ
方
式
は
電
力
の
消
費
場
所

に
設
置
し
た
再
エ
ネ
設
備
か
ら

直
接
電
力
を
供
給
す
る
仕
組
み
。

他
者
が
再
エ
ネ
設
備
を
所
有
す

る
ス
キ
ー
ム
ゆ
え
、
設
備
の
導

入
に
伴
う
初
期
の
費
用
負
担
は

発
生
し
な
い
。

た
だ
、
再
エ
ネ
設
備
を
所
有

す
る
他
者
は
、
設
備
で
発
電
し

た
再
エ
ネ
電
力
の
販
売
に
よ
る

収
入
か
ら
設
備
を
償
却
す
る
た

め
、
企
業
に
は
Ｐ
Ｐ
Ａ
が
15
年

以
上
の
長
期
契
約
に
な
る
な
ど

一
定
の
縛
り
は
あ
る
。
そ
れ
で

も
、
工
場
な
ど
に
据
え
つ
け
ら

れ
た
再
エ
ネ
設
備
は
停
電
が
発

生
し
た
際
の
非
常
用
電
源
と
し

て
も
活
用
で
き
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
対
策
と
し

て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。　

再
エ
ネ
設
備
を

導
入
す
る

Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
に
よ
る
再
エ
ネ

電
力
の
購
入
は
、
自
社
の
工
場

や
倉
庫
な
ど
に
太
陽
光
発
電
設

備
な
ど
の
再
エ
ネ
設
備
を
設
置

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

費
用
の
負
担
が
な
い
点
に
お
い

て
、
た
と
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
で
設

備
投
資
を
控
え
た
い
企
業
に
と

っ
て
は
好
都
合
だ
ろ
う
。

だ
が
、
資
金
力
に
余
裕
が
あ

る
企
業
は
、
再
エ
ネ
設
備
を
自

社
で
所
有
す
る
方
が
よ
い
だ
ろ

う
。
「
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
」

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
再
エ
ネ

設
備
か
ら
の
電
力
供
給
だ
け
で

す
べ
て
の
電
力
消
費
は
賄
え
な

い
。
不
足
分
は
送
配
電
網
か
ら

の
電
力
受
給
で
補
う
形
に
な
る

が
、
再
エ
ネ
設
備
を
自
社
で
所

有
す
る
と
、
長
期
に
亘
っ
て
電

力
代
を
削
減
で
き
る
。

と
い
う
の
も
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
費
は
劇
的
に
下
が

っ
た
。
屋
根
の
上
に
設
置
す
る

太
陽
光
発
電
設
備
で
あ
れ
ば
、

設
備
で
発
電
し
た
再
エ
ネ
電
力

の
自
家
消
費
に
よ
る
電
力
代
の

削
減
額
で
、
長
く
と
も
10
年
、

短
け
れ
ば
５
年
程
で
初
期
投
資

を
回
収
で
き
る
。
そ
の
後
も
保

守
・
点
検
や
部
材
交
換
な
ど
の

費
用
こ
そ
発
生
す
る
も
の
の
、

設
備
の
耐
用
年
数
は
25
年
以
上

だ
。
投
資
回
収
後
は
電
力
代
を

大
幅
に
削
減
で
き
る
。

と
も
あ
れ
、
今
後
は
外
資
系

企
業
や
大
手
企
業
な
ど
か
ら
気

候
変
動
対
策
に
取
り
組
む
よ
う

要
請
を
受
け
る
な
ど
、
圧
力
は

強
ま
る
は
ず
だ
。
中
小
企
業
も

無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
一
方

で
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
働
き
方
が

変
わ
り
、
た
と
え
ば
工
場
で
は

自
動
化
や
省
人
化
が
進
み
、
電

力
使
用
量
は
増
え
る
傾
向
に
あ

る
。
な
ら
ば
、
気
候
変
動
対
策

と
電
力
代
削
減
を
同
時
に
進
め

ら
れ
る
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
は

有
益
な
投
資
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

を
機
に
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
調
達
を
目
的
に
、

太
陽
光
発
電
設
備
の

自
家
消
費
が
広
が
る
な
か
、

「
自
己
託
送
」
と
い
う
新
し
い

取
り
組
み
が
生
ま
れ
た
。
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
の
自
家
用
発

電
設
備
で
発
電
し
た
電
力
を
送

配
電
網
で
遠
く
離
れ
た
別
の
施

設
に
送
電
し
、
消
費
す
る
仕
組

み
で
あ
る
。
設
備
を
設
置
で
き

な
い
施
設
で
も
再
エ
ネ
を
自
家

消
費
で
き
る
た
め
、
潜
在
需
要

は
大
き
い
は
ず
だ
が
、
高
度
な

技
術
が
要
求
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

実
施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
２
０
２
０
年
２
月
、

ソ
ニ
ー
が
東
京
電
力
グ
ル
ー
プ

の
協
力
を
得
て
自
己
託
送
の
実

現
に
漕
ぎ
着
け
た
の
だ
。
同
社

は
、
静
岡
県
焼
津
市
に
あ
る
子

会
社
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
倉
庫
の

屋
根
に
出
力
約
1.7
Ｍ
Ｗ
の
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
施
設

内
で
自
家
消
費
し
つ
つ
余
っ
た

電
力
を
中
部
電
力
の
送
配
電
網

で
送
電
。
静
岡
県
榛
原
郡
吉
田

町
内
の
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
工
場

に
自
己
託
送
し
、
同
工
場
で
消

費
す
る
。

自
己
託
送
で
難
し
い
の
が
送

配
電
網
の
利
用
だ
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
再
エ
ネ
の
固
定
価
格
買
取
制

度
）
を
活
用
し
な
い
で
送
配
電

網
に
再
エ
ネ
電
力
を
流
す
際
は
、

前
日
に
流
す
電
力
量
を
30
分
単

位
で
予
測
し
、
電
力
広
域
的
運

営
推
進
機
関
に
計
画
を
提
出
し

た
う
え
で
、
そ
の
計
画
通
り
に

供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
「
計
画
値
同
時
同
量
の
原

則
」
を
守
れ
な
け
れ
ば
、
事
業

者
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
罰

則
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
頻
度
が
増
え
る
と
、

事
業
は
成
立
し
な
く
な
る
。
つ

ま
り
、
事
業
者
に
は
、
太
陽
光

発
電
設
備
の
発
電
量
と
施
設
の

電
力
消
費
量
を
精
度
高
く
予
測

す
る
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。

実
際
、
事
業
者
が
自
己
託
送

を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
送
配
電
会
社
と
の
事
前
協

議
が
必
要
に
な
る
。
発
電
量
予

測
の
方
法
や
精
度
か
ら
、
過
去

の
電
力
事
業
に
お
け
る
実
績
ま

で
提
示
し
、
送
配
電
会
社
の
許

可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ソ
ニ
ー
の
事
例
で
は
、
東
京

電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の

技
術
支
援
を
受
け
つ
つ
、
東
電

Ｅ
Ｐ
子
会
社
の
日
本
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
運
用
す
る
。

こ
う
し
た
難
し
い
自
己
託
送

に
ソ
ニ
ー
が
挑
ん
だ
背
景
に
は
、
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太陽光発電設備
蓄電設備など

再エネ設備会社 企業、自治体

太陽光発電設備

太陽光発電設備

［再生可能エネルギーの調達法］

③再エネ設備を導入する

再生可能エネルギー
100％の新時代

大手企業から中小企業や地方自治体までが、再生可能エネルギー設備の導入に本腰を入れる。
彼らはなぜ再エネを求めるのか。

進む再生可能エネルギー利用
太陽光発電、蓄電池導入続々
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再
エ
ネ
電
力
の
調
達
に
大
変
な

思
い
入
れ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

事
実
、
同
社
は
２
０
４
０
年
度

ま
で
に
事
業
運
営
の
電
力
を
１

０
０
％
再
エ
ネ
で
賄
う
と
い
う

目
標
を
掲
げ
、『
Ｒ
Ｅ
１
０
０
』

に
加
盟
し
て
い
る
。
そ
し
て
２

０
１
７
年
末
頃
か
ら
自
己
託
送

へ
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
き

た
の
だ
。

た
だ
、
再
エ
ネ
を
調
達
し
て

も
、
電
力
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て

は
元
も
子
も
な
い
。
ソ
ニ
ー
ピ

ー
プ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
Ｈ

Ｑ
総
務
部
Ｅ
Ｈ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
の

井
上
哲
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

「
２
つ
の
施
設
で
は
、
以
前
よ

り
も
電
力
を
安
く
調
達
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
し
、

再
エ
ネ
調
達
の
経
済
性

も
重
視
し
て
い
る
。

い
ま
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
自
家
消
費
は

徐
々
に
普
及
し
つ
つ
あ

る
が
、
設
備
を
設
置
で

き
る
施
設
は
限
ら
れ
る
。

ソ
ニ
ー
の
事
例
を
機
に

自
己
託
送
が
広
が
れ
ば
、

企
業
に
よ
る
再
エ
ネ
設

備
の
導
入
は
さ
ら
に
増

え
る
に
違
い
な
い
。

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
も

再
エ
ネ
設
備

工
場
や
倉
庫
の
屋
根
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
置
く
企
業
は
増

え
て
き
た
が
、
市
街
地
の
ビ
ル

に
設
備
を
導
入
す
る
企
業
は
少

な
い
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

場
所
を
確
保
し
難
い
う
え
、
ビ

ル
の
所
有
者
の
理
解
が
得
ら
れ

難
い
か
ら
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
新
大
阪
駅
付
近
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
は
、
入
居
し

た
企
業
が
、
屋
上
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
置
き
、
蓄
電
設
備
も
導

入
し
て
、
再
エ
ネ
電
力
を
自
家

消
費
し
て
い
る
。
老
舗
電
源
設

備
メ
ー
カ
ー
の
ヤ
マ
ビ
シ
だ
。

同
社
は
半
世
紀
以
上
に
亘
っ

て
電
力
変
換
設
備
を
製
造
し
、

無
停
電
電
源
装
置
や
蓄
電
池
試

験
装
置
な
ど
を
大
手
企
業
に
納

入
。
再
エ
ネ
分
野
で
は
産
業
用

蓄
電
設
備
を
商
品
化
し
、
停
電

時
の
瞬
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能

や
天
候
予
測
に
基
づ
く
蓄
電
池

最
適
化
技
術
を
開
発
す
る
な
ど
、

独
自
色
を
打
ち
出
し
て
一
定
の

販
売
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
き
た
。

そ
ん
な
同
社
ゆ
え
、
２
０
１

８
年
６
月
の
大
阪
営
業
拠
点
の

移
転
に
際
し
て
は
、
新
事
務
所

に
再
エ
ネ
設
備
を
導
入
し
て
Ｚ

Ｅ
Ｈ
（
＝
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
ハ
ウ
ス
、
年
間
の
１
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
が
ゼ
ロ

の
住
宅
）
な
ら
ぬ
、
Ｚ
Ｅ
Ｏ

（
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
オ
フ

ィ
ス
）
を
目
指
し
た
。
た
だ
、

ビ
ル
の
所
有
者
と
の
交
渉
の
末
、

屋
上
の
太
陽
光
発
電
設
備
は
出

力
４
・
58 

ｋＷ
と
小
規
模
な
も
の

に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
で
も
１
階
の
事

務
所
に
蓄
電
容
量
16
・
１
ｋＷｈ
の

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
設
備
を

設
置
し
、
総
電
力
使
用
量
に
占

め
る
再
エ
ネ
電
力
の
比
率
を
32

％
ま
で
高
め
て
い
る
。

そ
し
て
２
０
１
９
年
５
月
に

は
、
神
奈
川
県
の
海
老
名
工
場

に
、
出
力
１
６
２
ｋＷ
の
太
陽
光

発
電
設
備
と
蓄
電
容
量
４
２
０

ｋＷｈ
の
蓄
電
設
備
を
そ
れ
ぞ
れ
導

入
。
総
電
力
使
用
量
に
占
め
る

再
エ
ネ
電
力
比
率
を
44
・
３
％

ま
で
引
き
上
げ
て
い
る
。

同
社
は
、
蓄
電
設
備
も
含
め

た
再
エ
ネ
設
備
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
対
策
と
経

済
合
理
性
を
追
求
し
て
お
り
、

海
老
名
工
場
に
お
け
る
再
エ
ネ

設
備
の
導
入
は
、
市
販
価
格
に

し
て
約
５
０
０
０
万
円
の
初
期

投
資
を
12
・
５
年
で
回
収
す
る

計
画
で
あ
る
。
設
計
を
工
夫
し

て
年
間
の
電
力
代
削
減
額
を
４

０
０
万
円
に
高
め
た
わ
け
だ
。

大
阪
の
営
業
拠
点
、
『
大
阪

Ｚ
Ｅ
Ｏ
』
に
勤
務
す
る
同
社
営

業
部
の
狩
野
俊
太
郎
ヘ
ッ
ド
は
、

「
再
エ
ネ
に
関
す
る
世
間
の
認

知
は
ま
だ
ま
だ
低
い
。
蓄
電
設

備
メ
ー
カ
ー
と
し
て
蓄
電
設
備

の
利
用
拡
大
に
努
め
る
と
と
も

に
、
情
報
発
信
を
強
化
し
、
再

エ
ネ
の
普
及
に
貢
献
し
て
い

く
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

再
エ
ネ
設
備
で

地
域
防
災

地
域
防
災
を
目
的
に
再
エ
ネ

設
備
を
導
入
す
る
動
き
も
あ
る
。

な
か
で
も
、
広
島
県
安
芸
高
田

市
が
国
と
共
同
で
整
備
し
た
公

設
民
営
の
商
業
施
設
、
『
道
の

駅
三
矢
の
里
あ
き
た
か
た
』
の

事
例
は
先
進
的
だ
。

同
施
設
の
名
称
に
あ
る
「
三

矢
」
は
戦
国
武
将
、
毛
利
元
就

の
『
三
矢
の
訓
』
に
因
ん
だ
も

の
。
市
民
、
行
政
、
民
間
の

〝
三
矢
〞で
盛
り
立
て
て
い
く

と
い
う
意
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

か
〝
三
矢
〞
共
通
の
利
益
で
あ

る
防
災
に
は
こ
だ
わ
り
、
随
所

に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
産
直
棟
、
レ
ス

ト
ラ
ン
棟
、
休
憩
情
報
発
信
棟
、

ト
イ
レ
棟
か
ら
な
る
施
設
の
う

ち
、
ト
イ
レ
棟
に
は
非
常
用
の

発
電
機
を
設
置
。
「
た
と
え
停

電
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
24
時
間

３
６
５
日
利
用
で
き
る
よ
う
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え

た
」
（
道
の
駅
三
矢
の
里
あ
き

た
か
た
の
黒
田
貢
一
駅
長
）
。

レ
ス
ト
ラ
ン
棟
と
休
憩
情
報

発
信
棟
の
屋
根
に
は
、
計
２
０

４
枚
、
出
力
換
算
で
70 

ｋＷ
分
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
載
せ
、
蓄
電

容
量
１
５
９
ｋＷｈ
の
蓄
電
設
備
ま

で
導
入
。
停
電
時
も
電
力
供
給

が
途
絶
え
な
い
設
計
が
施
さ
れ

て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の

再
エ
ネ
設
備
の
導
入
に
初
期
費

用
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
。

通
常
な
ら
ば
、
２
３
０
０
万
円

は
下
ら
な
い
初
期
投
資
額
が
ゼ

ロ
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
再
エ
ネ
設
備
国

内
大
手
、
ウ
エ
ス
ト
グ
ル
ー
プ

と
の
電
力
契
約
が
あ
る
。
仕
組

み
は
、
ウ
エ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
が

太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備

を
所
有
し
、
設
備
で
発
電
し
た

再
エ
ネ
電
力
を
施
設
に
供
給
す

る
。
そ
の
際
の
料
金
は
、
中
国

電
力
の
電
力
料
金
単
価
と
同
等

ゆ
え
、
施
設
側
の
電
力
コ
ス
ト

が
割
高
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

ウ
エ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
は
再
エ
ネ

電
力
の
供
給
で
得
た
収
入
か
ら

設
備
投
資
を
回
収
す
る
。

こ
う
し
た
再
エ
ネ
設
備
の
無

償
設
置
は
増
え
て
き
た
が
、
太

陽
光
発
電
設
備
に
加
え
、
蓄
電

設
備
ま
で
含
め
た
無
償
設
置
は

極
め
て
珍
し
い
。
ウ
エ
ス
ト
グ

ル
ー
プ
の
コ
ス
ト
競
争
力
に
よ

っ
て
成
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
三
矢
の
里
あ
き
た

か
た
は
２
０
２
０
年
６
月
１
日
、

満
を
持
し
て
開
業
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
予
定
よ
り
や
や

遅
れ
た
が
、
１
ヵ
月
間
の
売
上

高
は
６
６
２
０
万
円
で
目
標
の

1.4
倍
に
、
来
場
者
数
は
延
べ
17

・
２
万
人
を
超
え
、
目
標
の
4.9

倍
と
好
調
だ
。
む
ろ
ん
、
利
用

者
に
３
密
を
避
け
る
よ
う
促
し

た
り
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
の
協
力
を
求
め
た
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
も
徹
底
し
て
い
る
。

黒
田
駅
長
は
、
「
地
元
の
方

を
は
じ
め
、
広
島
の
都
市
圏
の

方
々
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
道
の
駅
の
利
便
性
を

高
め
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、

こ
の
施
設
を
拠
点
に
安
芸
高
田

市
内
の
観
光
施
設
や
飲
食
店
を

巡
っ
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

再
エ
ネ
設
備
の
導
入
は
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
、

電
力
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
を
も

た
ら
す
と
と
も
に
、
企
業
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
策
や
地
域
防
災
に
も
役

立
つ
。
企
業
や
自
治
体
で
さ
ら

に
利
用
が
広
が
れ
ば
、
あ
る
い

は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
再

建
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

自己託送イメージ

電
力（
余
剰
）を
送
電

電
力（
余
剰
）を
自
家
消
費

電力会社の
送配電ネットワーク

施設の発電設備で発電した
電力（余剰）を送電

施設の発電設備 施設

自家消費

同時同量システム

需要予測

発電量予測

電
力（
全
量
）を
送
電

電
力（
全
量
）を
自
家
消
費

電力会社の
送配電ネットワーク

遊休地の発電設備で発電した
電力（全量）を送電

 

遊休地の発電設備 施設

同時同量システム

需要予測

発電量予測

ソニー子会社の倉庫に設置された太陽光パネル。出力約1.7ＭＷ

施設中央の建物にはシンボルである“三矢”をデザイン

YAMABISHI海老名工場の再エネ設備。太陽光発電設備（左）と蓄電設備（右）

レストラン棟と休憩情報発信棟には出力70kWの太陽光パネルを設置

再生可能エネルギー
100％の新時代
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ウ
エ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
は

い
ま
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
建
設
や
管
理

・
保
守
か
ら
電
力
の
小
売
り
や

Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力
売
買
契
約
）
ま

で
展
開
し
、
各
事
業
領
域
で
国

内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
を
上

げ
て
い
る
。
そ
の
同
社
が
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度
）
を
活

用
す
る
事
業
モ
デ
ル
を
自
ら
手

掛
け
る
新
規
事
業
、
『
ウ
エ
ス

ト
Ｆ
Ｉ
Ｔ
』
を
始
め
た
。

こ
れ
ま
で
国
内
で
太
陽
光
発

電
所
が
多
数
建
設
さ
れ
て
き
た

の
は
、
２
０
１
２
年
７
月
に
始

動
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
太
陽
光
発
電
所
の

開
発
に
巨
費
を
投
じ
て
も
、
発

電
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
を
20
年
間
、
固
定
価
格
で

全
量
売
電
で
き
る
仕
組
み
が
制

度
で
保
障
さ
れ
て
お
り
、
投
資

を
回
収
で
き
な
く
な
る
リ
ス
ク

は
ほ
ぼ
な
い
。
と
く
に
初
期
の

頃
は
、
売
電
単
価
が
高
額
で
、

太
陽
光
発
電
所
に
投
資
す
る
発

電
事
業
者
の
投
資
利
回
り
は
高

く
、
多
く
の
投
資
を
呼
び
込
み
、

開
発
が
過
熱
し
て
い
た
。

し
か
し
、
法
改
正
に
よ
っ
て
、

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
小
規
模

な
太
陽
光
発
電
所
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に

よ
る
全
量
売
電
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
る
。
開
発
は
一
気
に
冷
え

込
み
、
太
陽
光
発
電
所
を
建
設

し
て
き
た
企
業
は
軒
並
み
事
業

モ
デ
ル
の
修
正
を
迫
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、

ウ
エ
ス
ト
は
、
太
陽
光
発
電
所

の
建
設
会
社
と
提
携
し
つ
つ
国

内
で
初
め
て
民
間
企
業
に
よ
る

Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
始
め
る
。
提
携
先
の

建
設
会
社
が
太
陽
光
発
電
所
を

開
発
し
、
そ
の
太
陽
光
発
電
所

で
発
電
し
た
再
エ
ネ
電
力
を
ウ

エ
ス
ト
が
25
年
に
亘
っ
て
全
量

買
取
る
。
２
０
２
０
年
５
月
１

日
に
子
会
社
、
『
ウ
エ
ス
ト
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー
』
を
設
立
。
有

力
な
建
設
会
社
50
社
程
と
提
携

し
、
年
間
２
０
０
Ｍ
Ｗ
に
及
ぶ

太
陽
光
発
電
所
を
全
国
各
地
で

開
発
し
て
い
く
。

ウ
エ
ス
ト
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー

の
中
村
公
俊
社
長
は
、
「
発
電

事
業
者
に
は
、
当
社
の
発
電
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
試

算
し
た
売
電
収
入
を
保
証
す
る
。

投
資
利
回
り
は
従
来
と
遜
色
な

い
水
準
だ
」
と
し
、
提
携
す
る

建
設
会
社
に
は
、
「
適
正
な
利

益
を
得
ら
れ
る
よ
う
太
陽
光
パ

ネ
ル
な
ど
の
部
材
を
国
内
最
安

値
で
卸
す
。
（
建
設
会
社
は
）

従
来
と
同
様
に
事
業
を
継
続
で

き
る
」
と
、
相
互
扶
助
の
関
係

を
築
く
方
針
だ
。

こ
う
し
て
買
い
集
め
た
再
エ

ネ
電
力
を
ウ
エ
ス
ト
グ
リ
ー
ン

パ
ワ
ー
は
大
手
エ
ネ
ル
ギ
ー
会

社
に
卸
売
り
す
る
。
そ
の
１
社

が
大
阪
ガ
ス
で
あ
る
。

大
阪
ガ
ス
は
事
業
用
の
電
力

を
１
０
０
％
再
エ
ネ
で
賄
い
た

い
大
手
企
業
な
ど
に
、
ウ
エ
ス

ト
か
ら
仕
入
れ
た
再
エ
ネ
電
力

を
販
売
す
る
。
太
陽
光
発
電
設

備
を
無
償
で
設
置
し
て
発
電
し

た
再
エ
ネ
電
力
を
供
給
す
る
ウ

エ
ス
ト
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
で
も

協
業
し
、
法
人
客
を
囲
い
込
む
。

ウ
エ
ス
ト
は
同
様
の
提
携
を
、

大
手
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
や
総
合

商
社
な
ど
数
社
と
進
め
、
２
０

２
３
年
ま
で
に
一
連
の
事
業
で

売
上
高
１
０
０
億
円
を
目
指
す
。

大
阪
ガ
ス
は
再
エ
ネ
関
連
事
業

を
推
進
し
、
２
０
３
０
年
度
ま

で
に
再
エ
ネ
の
取
扱
量
を
２
Ｇ

Ｗ
規
模
ま
で
増
や
す
計
画
だ
。

い
ま
、
企
業
に
よ
る
再
エ
ネ

の
調
達
が
活
発
に
な
る
一
方
、

再
エ
ネ
電
源
の
コ
ス
ト
低
減
が

劇
的
に
進
展
し
た
。
な
か
で
も

ウ
エ
ス
ト
の
コ
ス
ト
競
争
力
は
、

競
合
他
社
と
比
べ
て
頭
一
つ
抜

き
ん
出
て
お
り
、
国
内
で
は
独

走
態
勢
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同

社
は
今
回
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を

描
け
た
に
違
い
な
い
。

競
争
力
と

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ

ウ
エ
ス
ト
は
、
自
家
消
費
用

の
太
陽
光
発
電
設
備
の
販
売
で

も
実
績
を
伸
ば
し
、
導
入
件
数

は
２
０
０
件
を
超
え
た
が
、
こ

こ
に
も
同
社
の
コ
ス
ト
競
争
力

が
寄
与
し
た
。
そ
も
そ
も
自
家

消
費
用
と
し
て
設
備
を
売
り
出

す
に
は
建
設
費
が
一
定
の
水
準

を
下
回
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ウ
エ
ス
ト
が
商
品
化
し
た

２
０
１
７
年
当
時
は
ど
の
企
業

も
対
応
で
き
な
か
っ
た
。

同
様
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

を
無
償
設
置
す
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ

ル
で
も
コ
ス
ト
競
争
力
が
商
品

力
に
直
結
す
る
。
い
ま
で
こ
そ

他
社
も
追
随
し
て
い
る
が
、
ウ

エ
ス
ト
は
す
で
に
太
陽
光
発
電

設
備
だ
け
で
な
く
蓄
電
設
備
ま

で
含
め
た
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
を
提

案
し
て
い
る
。

だ
が
、
今
回
の
ウ
エ
ス
ト
Ｆ

Ｉ
Ｔ
の
事
業
化
に
は
、
コ
ス
ト

競
争
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
な

か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
事
情
が

あ
っ
た
。
看
過
で
き
な
か
っ
た

の
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
開

発
さ
れ
た
太
陽
光
発
電
所
が
２

０
３
２
年
以
降
に
順
次
Ｆ
Ｉ
Ｔ

を
〝
卒
業
〞
す
る
と
い
う
事
実

で
あ
る
。
そ
の
償
却
を
終
え
た

太
陽
光
発
電
所
が
生
み
出
す
原

価
の
安
い
再
エ
ネ
電
力
が
果
た

し
て
ど
れ
ほ
ど
の
価
格
帯
で
取

引
さ
れ
る
の
か
。
場
合
に
よ
っ

て
ウ
エ
ス
ト
は
再
エ
ネ
電
力
を

高
く
買
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た

め
に
も
、
同
社
は
こ
れ
ま
で
に

建
設
し
た
１
Ｇ
Ｗ
以
上
に
及
ぶ

太
陽
光
発
電
所
の
管
理
・
保
守

を
徹
底
し
、
発
電
事
業
者
と
の

信
頼
構
築
に
努
め
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ

が
終
わ
る
２
０
３
２
年
以
降
も

継
続
し
て
関
係
を
維
持
し
、
発

電
事
業
者
か
ら
再
エ
ネ
電
力
を

調
達
す
る
考
え
だ
。
そ
の
傍
ら

同
社
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
開
発
さ
れ
た

既
設
の
太
陽
光
発
電
所
を
購
入

し
、
再
エ
ネ
電
力
の
調
達
量
を

増
や
す
の
だ
。
つ
ま
り
コ
ス
ト

競
争
力
は
も
と
よ
り
、
幾
重
も

の
リ
ス
ク
回
避
の
う
え
に
、
ウ

エ
ス
ト
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ウ
エ
ス
ト
が
こ
う

ま
で
し
て
再
エ
ネ
電
力
の
確
保

に
挑
む
の
は
な
ぜ
か
。
ウ
エ
ス

ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
吉
川

隆
会
長
は
こ
う
述
べ
た
。

「
企
業
は
、
社
会
か
ら
必
要

と
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
厳
し
い
競
争
に
も
勝
ち

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
再

エ
ネ
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
欠
か
せ
な
い
電
力
で
あ
る
と

と
も
に
、
間
も
な
く
最
も
競
争

力
の
あ
る
電
力
に
な
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
我
々
は
再
エ
ネ
の
供

給
力
を
追
求
し
て
い
く
の
だ
」
。

ウ
エ
ス
ト
の
挑
戦
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
な
の
だ
ろ
う
。

太陽光発電所建設大手のウエストグループが、再生可能エネルギー電力を長期に亘って
全量買取る新事業に着手し、企業と提携を進めている。同社の狙いとは。

日本一の再エネ電力会社へ
始動したウエストの新構想

［ウエストグループが提供する
無償設置サービス］

太陽光パネルから
再エネ電力を自家消費

蓄電設備から
再エネ電力を自家消費

ウエストグループ

電力会社から
不足分の電力を購入

サービス料金の支払い

無償で設置
（サービス料金から償却）

電気料金の支払い

ウエストグループ

ウエストグループが
全国各地の再エネ電力を
25年間、全量買取る。

集めた再エネ電力は
大手エネルギー会社に
卸売りする。

［ウエストFIT］

再生可能エネルギー
100％の新時代

広島県安芸高田市内の広島ニュージーランド村跡地にウエストが建設したソーラーパーク。ドローンを活用
するなどして、太陽光発電所の管理・保守の合理化を進めている。
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中
小
企
業
も
脱
炭
素
化

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
化
石
燃
料
の
需
要

が
減
少
す
る
一
方
、
再
エ
ネ
の
需
要
は

増
え
る
見
通
し
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

が
落
ち
て
も
、
再
エ
ネ
の
導
入
は
拡
大

し
て
お
り
、
燃
料
費
の
不
要
な
再
エ
ネ

が
コ
ス
ト
効
率
的
と
し
て
選
択
さ
れ
て

い
る
。

７
月
３
日
、
梶
山
経
済
産
業
大
臣
が

非
効
率
な
石
炭
火
力
発
電
所
を
廃
止
し
、

送
電
線
の
利
用
を
再
エ
ネ
優
先
に
改
め

コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
の
制
限
・

自
粛
や
在
宅
勤
務
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
結

果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
減
り
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
減
少
し
た
。

Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
に

よ
れ
ば
、
２
０
２
０
年
は
世
界
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
起
源
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が

２
０
１
９
年
比
で
８
％
減
る
見
通
し
で
、

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
減
少
幅
よ
り

も
大
き
い
。

近
年
気
象
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、

日
本
は
、
気
候
変
動
対
策
の
長
期
目
標

と
し
て
今
世
紀
後
半
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

正
味
ゼ
ロ
と
す
る
「
脱
炭
素
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
や
生
活
様

式
な
ど
の
変
革
が
欠
か
せ
ず
、
長
期
的

な
視
野
で
社
会
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

を
排
出
せ
ず
、
分
散
型
電
源
だ
。
発
電

コ
ス
ト
で
も
他
の
電
源
を
凌
ぐ
競
争
力

を
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
た
め
、

今
後
の
主
力
電
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
国
も
い
よ
い

よ
脱
炭
素
化
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
よ

う
に
思
う
が
、
大
企
業
や
地
方
自
治
体

は
す
で
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

大
企
業
が
脱
炭
素
化
を
進
め
る
背
景

に
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社

会
・
企
業
統
治
）
投
資
が
あ
る
。
投
資

家
や
金
融
機
関
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
経
て
企
業
の
長
期
に
わ
た
る
持
続

的
発
展
性
を
重
視
し
て
投
融
資
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
。
企
業
に
は
、
そ
の
経

営
に
お
い
て
、
気
候
変
動
に
い
か
に
対

処
す
る
か
、
脱
炭
素
社
会
に

向
か
う
変
化
に
い
か
に
対
応

す
る
か
に
つ
い
て
、
説
明
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
は
、
中
小
企
業
も

無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。
脱

炭
素
化
に
取
り
組
む
大
企
業

の
多
く
は
、
自
社
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
に
お
け
る

二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
も
目

標
に
し
て
い
る
。
中
小
企
業

も
、
取
引
先
の
大
企
業
か
ら

再
エ
ネ
の
導
入
や
排
出
削
減

を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
大

い
に
あ
り
得
る
の
だ
。
事
実
、

米
ア
ッ
プ
ル
は
自
社
で
使
う
電
力
を
１

０
０
％
再
エ
ネ
由
来
に
す
る
目
標
を
達

成
し
た
が
、
自
社
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に

も
ア
ッ
プ
ル
製
品
向
け
事
業
に
用
い
る

電
力
の
１
０
０
％
再
エ
ネ
化
を
求
め
て

い
る
。

２
０
０
０
年
代
に
、
欧
州
で
自
動
車

に
対
す
る
重
金
属
の
使
用
が
規
制
さ
れ
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
徹
底
し
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
管
理
に
乗
り
出
し
た
よ

う
に
、
大
企
業
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
に
動
く
な
か
、
対
応
で
き
な
い

中
小
企
業
は
受
注
機
会
を
失
う
恐
れ
も

あ
る
。
い
ま
す
ぐ
に
排
出
ゼ
ロ
を
要
求

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
小
企
業

も
早
く
か
ら
対
応
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ

う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向
上
、
再
エ

ネ
電
力
の
購
入
、
さ
ら
に
再
エ
ネ
設
備

の
導
入
な
ど
で
あ
る
。

自
治
体
が
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
宣
言

地
方
自
治
体
も
脱
炭
素
化
に
熱
心
だ
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
正
味
ゼ
ロ
に
す
る
と
宣
言
し
た

自
治
体
が
、
２
０
２
０
年
６
月
25
日
時

点
で
東
京
都
を
含
め
１
０
０
を
超
え
た
。

住
民
の
生
命
と
生
活
を
守
る
最
前
線
に

立
つ
自
治
体
に
は
気
候
変
動
へ
の
強
い

懸
念
が
あ
る
。
実
際
、
災
害
時
の
現
場

対
応
か
ら
復
旧
作
業
ま
で
行
う
の
は
自

治
体
で
、
近
年
大
き
な
気
象
災
害
が
頻

発
し
て
お
り
、
自
治
体
は
気
候
変
動
を

深
刻
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

２
０
１
８
年
の
台
風
21
号
な
ど
、
こ

の
間
気
象
災
害
で
送
電
線
が
損
害
を
受

け
、
停
電
が
生
じ
て
い
る
。
同
じ
こ
と

が
コ
ロ
ナ
禍
で
起
こ
る
と
ど
う
か
。
分

散
型
の
再
エ
ネ
電
源
を
家
庭
や
企
業
、

地
域
が
自
ら
確
保
す
る
自
律
分
散
型
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
は
、
地
域

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
強
靱
性
）
の
向
上

に
大
き
な
価
値
を
持
つ
。

同
時
に
、
再
エ
ネ
の
可
能
性
を
活
か

し
て
企
業
を
誘
致
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

北
海
道
石
狩
市
は
、
電
力
を
す
べ
て
再

エ
ネ
で
賄
え
る
点
を
訴
求
し
、
電
力
を

大
量
に
消
費
す
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を

誘
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
再
エ
ネ
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
は
、
再
エ
ネ
の
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
大
き
い
地
方
に
優
位
性
が

あ
る
が
、
仮
に
再
エ
ネ
の
導
入
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
小
さ
い
都
市
で
も
取
り
組
む

方
法
は
あ
る
。
横
浜
市
は
東
北
地
方
の

自
治
体
と
協
力
し
、
再
エ
ネ
電
力
を
供

給
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
再
エ
ネ
の
導

入
を
拡
大
し
、
脱
炭
素
化
を
志
向
す
る

企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い

る
。

投
資
し
や
す
い
環
境
整
備
を

今
後
は
、
感
染
症
拡
大
や
災
害
と
い

っ
た
事
態
に
対
し
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
大
都
市

集
中
か
ら
分
散
型
社
会
へ
、
そ
の
た
め

に
地
方
が
よ
り
力
を
つ
け
る
こ
と
、
そ

れ
を
支
援
す
る
施
策
が
必
要
だ
。
そ
の

こ
と
が
、
国
全
体
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を

高
め
る
。

ま
ず
は
、
大
都
市
に
い
な
く
て
も
仕

事
が
で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ

ラ
環
境
を
整
え
る
。
地
方
は
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
。
地
方
経
済

の
活
性
化
、
雇
用
が
な
け
れ
ば
、
地
方

へ
の
人
の
移
動
は
限
ら
れ
る
。
北
海
道

石
狩
市
の
よ
う
に
、
再
エ
ネ
の
導
入
は

脱
炭
素
化
の
潮
流
の
な
か
で
効
果
的
な

手
法
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
エ
ネ
の
固
定
価

格
買
取
制
度
）
を
導
入
し
、
民
間
投
資

で
再
エ
ネ
の
導
入
を
拡
大
し
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
、
民
間
企
業
に
は
投

資
の
余
力
が
な
い
。
今
後
、
再
エ
ネ
の

導
入
量
を
増
や
す
に
は
、
民
間
が
投
資

し
や
す
い
環
境
を
国
が
さ
ら
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
。
経
産
大
臣
が
発
表
し

た
送
電
線
の
利
用
を
見
直
し
、
再
エ
ネ

を
優
先
的
に
接
続
す
る
政
策
は
効
果
が

あ
る
。
自
家
消
費
用
の
再
エ
ネ
設
備
の

導
入
に
投
資
減
税
を
行
う
と
い
う
の
も

よ
い
だ
ろ
う
。

「
脱
炭
素
社
会
へ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
導
入
を
」

髙
村
ゆ
か
り
教
授

東
京
大
学
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

Voice  of  Professor 

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
値
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
、い
ま
何
が
必
要
な
の
か
。東
大
の
髙
村
教
授
が
語
っ
た
。

TAKAMURA Yukari
プロフィール●1964年島根県生まれ。89年京都
大学法学部卒業。97年一橋大学大学院法学研
究科博士後期課程単位取得退学。98年静岡大
学助教授に就任後、龍谷大学教授、名古屋大学
大学院教授などを経て現職。専門は国際法・環
境法。
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会
の
保
証
が
付
か
な
い
プ
ロ
パ
ー

融
資
で
対
応
。
支
店
長
に
決
裁
権

を
下
ろ
し
、
最
短
１
〜
２
日
で
審

査
・
回
答
す
る
な
ど
資
金
繰
り
支

援
の
迅
速
性
を
優
先
し
た
。
５
月

に
は
公
的
金
融
機
関
と
同
様
に
無

利
子
・
無
担
保
の
融
資
を
始
め
る
。

た
だ
、
自
己
資
本
の
薄
い
中
小

企
業
の
場
合
、
資
金
繰
り
の
悪
化

を
一
時
的
に
回
避
で
き
て
も
、
売

上
の
減
少
が
長
引
け
ば
、
債
務
超

過
に
陥
り
か
ね
な
い
。
大
矢
恭
好

頭
取
は
「
資
本
面
の
支
援
も
欠
か

せ
な
い
」
と
判
断
し
、
資
本
性
劣

コ
ロ
ナ
禍
で
全
国
的
に
経

済
活
動
が
停
滞
し
て
い

る
が
、
神
奈
川
県
内
も

例
外
で
は
な
い
。
消
費
が
冷
え
込

み
、
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
や
金

属
加
工
会
社
は
生
産
調
整
を
迫
ら

れ
た
。
飲
食
業
や
宿
泊
業
、
イ
ベ

ン
ト
業
で
は
、
資
金
繰
り
に
苦
慮

す
る
事
業
者
が
続
出
。
横
浜
銀
行

が
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
特
別
窓

口
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
３
ヵ
月
間

で
相
談
件
数
が
６
０
０
０
件
を
超

え
た
と
い
う
。

同
行
は
３
月
か
ら
信
用
保
証
協

後
ロ
ー
ン
の
供
給
に
着
手
す
る
。

一
般
に
企
業
が
銀
行
か
ら
融
資

を
受
け
る
と
、
負
債
が
増
え
、
自

己
資
本
比
率
は
低
下
す
る
が
、
劣

後
ロ
ー
ン
は
返
済
の
優
先
順
位
が

通
常
の
融
資
よ
り
劣
り
、
企
業
財

務
上
は
自
己
資
本
と
見
做
さ
れ
る
。

政
府
は
第
２
次
補
正
予
算
で
日
本

政
策
投
資
銀
行
を
通
じ
た
劣
後
ロ

ー
ン
に
よ
る
資
本
支
援
策
を
打
ち

出
し
た
が
、
地
銀
に
よ
る
こ
う
し

た
対
応
は
珍
し
い
。

横
浜
銀
行
は
こ
の
ほ
ど
、
売
上

高
が
20
億
円
超
の
主
要
取
引
先
な

ど
を
対
象
に
、
１
社
あ
た
り
数
億

〜
数
十
億
円
を
想
定
し
た
劣
後
ロ

ー
ン
専
用
の
融
資
枠
を
設
け
た
。

無
担
保
・
無
保
証
で
最
長
15
年
元

本
返
済
な
し
と
い
う
手
厚
い
条
件

の
も
と
、
金
利
設
定
を
業
績
連
動

に
し
て
赤
字
に
陥
っ
た
企
業
の
利

子
負
担
を
軽
減
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
自
己
資
本
が
毀
損
し
た
企
業
に

と
っ
て
う
っ
て
つ
け
の
支
援
制
度

だ
。

事
業
支
援
こ
そ

地
銀
の
役
割

と
は
い
え
、
劣
後
ロ
ー
ン
も
融

資
で
あ
る
以
上
は
顧
客
に
債
務
が

発
生
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
大
矢

頭
取
は
、
「
融
資
に
よ
っ
て
顧
客

が
不
幸
に
な
っ
て
は
元
も
子
も
な

い
。
や
は
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
改
善
に
向
け
た
事
業
面
の
支
援

が
大
事
で
、
そ
れ
が
地
元
企
業
に

寄
り
添
う
地
銀
の
役
割
だ
」
と
し
、

３
月
か
ら
顧
客
向
け
ウ
ェ
ブ
セ
ミ

ナ
ー
を
精
力
的
に
実
施
し
て
き

た
。 

国
の
助
成
金
の
申
請
方
法

や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
方
法
な
ど
を
解

説
し
つ
つ
、
ウ
ェ
ブ
上
で
企
業
と

企
業
を
つ
な
ぐ
商
談
会
を
開
催
、

事
業
機
会
の
創
出
を
図
っ
た
。
個

人
客
に
も
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
、
資
産
運
用
の
相
談
な
ど
、
投

資
商
品
を
抱
え
る
顧
客
の
不
安
解

消
に
努
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
早
く
も
成
果
が

現
れ
た
よ
う
だ
。
コ
ロ
ナ
対
策
で

人
々
の
接
触
を
避
け
る
宅
配
の
利

用
が
進
む
な
か
、
家
庭
向
け
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
を
提
供
す
る
業
者
と
住

宅
会
社
の
協
業
や
、
料
理
を
宅
配

す
る
飲
食
店
と
配
送
を
請
け
負
う

タ
ク
シ
ー
会
社
の
提
携
が
生
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

そ
の
傍
ら
、
同
行
は
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に

力
を
入
れ
る
。
当
面
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の

シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対

策
の
一
環
で
企
業
を
支
援
す
る
構

え
だ
が
、
大
矢
頭
取
は
、
「
そ
も

そ
も
人
材
不
足
と
い
う
課
題
が
あ

っ
て
、
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
の
導
入
は
必
須
。

だ
が
中
小
企
業
の
間
で
は
そ
れ
ほ

ど
進
ん
で
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

背
中
を
押
さ
れ
た
形
だ
が
、
我
々

が
力
に
な
れ
る
余
地
は
あ
る
」
と

し
、
「
外
部
の
専
門
家
と
の
連
携

に
よ
っ
て
、
幅
広
く
対
応
し
て
い

く
」
と
方
針
を
語
る
。

そ
う
、
横
浜
銀
行
は
か
ね
て
よ

り
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
第

一
に
掲
げ
て
き
た
。
顧
客
を
〝
知

る
〞事
業
評
価
か
ら〝
課
題
解
決
〞

へ
の
転
換
だ
。
そ
し
て
顧
客
に
評

価
さ
れ
る
金
融
機
関
を
目
指
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
や
税
理
士
事
務
所
、
会

計
事
務
所
の
ほ
か
、
専
門
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
企
業
や
研
究
機
関
な

ど
と
提
携
し
、
こ
れ
ま
で
自
社
で

は
対
応
で
き
な
か
っ
た
専
門
領
域

の
課
題
解
決
に
挑
ん
で
い
る
。

同
時
に
、
行
内
の
知
見
を
高
め

る
た
め
、
人
事
制
度
を
改
定
。
専

門
家
コ
ー
ス
を
設
け
て
専
門
技
能

に
長
け
た
人
材
の
採
用
に
力
を
入

れ
る
。
大
矢
頭
取
は
「
当
行
に
は
、

個
人
の
能
力
が
評
価
さ
れ
、
部
長

職
以
上
の
給
与
水
準
の
社
員
も
い

る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
外
資
系
証
券

会
社
出
身
の
投
資
銀
行
業
務
に
長

け
た
も
の
が
活
躍
し
て
い
る
が
、

今
後
は
デ
ジ
タ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
専
門
家
な
ど
も
増
や
し
て
い
く
。

専
門
家
の
存
在
は
一
般
行
員
の
モ

～横浜銀行の歩み～

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
繋
が
る
の

で
、さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
的
だ
。

再
エ
ネ
融
資
を
推
進

横
浜
銀
行
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
観
点
か
ら

気
候
変
動
対
策
へ
の
取
り
組
み
を

重
視
し
て
い
る
。
国
内
３
メ
ガ
バ

ン
ク
が
石
炭
火
力
発
電
所
向
け
の

新
規
融
資
を
停
止
す
る
方
針
を
示

す
な
か
、
同
行
も
カ
ー
ボ
ン
融
資

は
基
本
的
に
行
わ
な
い
考
え
だ
が
、

そ
の
一
方
で
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
融
資
を
積
極
的
に
進
め

る
」
（
大
矢
頭
取
）
と
い
う
。

す
で
に
顧
客
の
工
場
な
ど
に
、

再
エ
ネ
設
備
の
導
入
を
進
め
て
お

り
、
大
矢
頭
取
は
、
「
自
家
消
費

用
太
陽
光
発
電
の
活
用
は
特
に
有

益
だ
。
今
後
蓄
電
設
備
や
水
素
で

電
力
を
た
め
る
技
術
な
ど
が
さ
ら

に
安
価
に
な
れ
ば
、
電
力
の
〝
地

産
地
消
〞
が
確
立
さ
れ
る
。
自
然

災
害
な
ど
で
送
電
線
が
損
傷
し
、

大
規
模
な
停
電
に
見
舞
わ
れ
て
も
、

地
域
の
電
力
供
給
が
維
持
さ
れ
る

の
で
災
害
に
強
い
街
が
実
現
す

る
」
と
見
解
を
述
べ
た
。

ト
ッ
プ
地
銀
は
、
地
元
企
業
の

課
題
解
決
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
強
靭
化
）

向
上
に
も
寄
与
す
る
構
え
だ
。
地

域
経
済
の
発
展
へ
挑
戦
は
続
く
。

コロナ禍で際立つ

最大手横浜銀行の理念
コロナ禍で地域経済が疲弊している。

中小企業を支える地方銀行とはどうあるべきか。最大手の横浜銀行が指針を示した。

大矢恭好
代表取締役頭取
プロフィール ● 1962年
神奈川県生まれ。85年
一 橋 大 学 商 学 部 卒 業
後、横浜銀行入行。事務
統括部長、リスク統括部
長、経営企画部長などを
経て、2012年取締役、
15年代表取締役常務
に。16年東日本銀行との
経営統合で設立された
親会社コンコルディア・フ
ィナンシャルグループの
代表取締役に就任。18
年より現職。20年よりコン
コルディアFG代表取締
役社長、全国地方銀行
協会会長を兼務。
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（億円）（%）
当期純利益 自己資本比率 貸出金残高（ うち中小企業向け）

2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期 2020年3月期
0

6,0000

30,000

90,000

12,000

150,00016

15

13

14

11

12

1,051

12.1 610

133,142

33,360

102,947111,036 114,035 120,176117,424
138,633

36,129

107,284

144,128

37,510

111,024

147,766

38,331

115,253

［横浜銀行の業績］

※預かり資産は、個人年金保険、投資信託、公共債などの預かり残高。

（億円）

※コア業務純益は本業のもうけを示す指標。
　本業の利益である業務純益に一般貸倒引当金繰入額を加算し、国債等債券損益を差し引いて算出。
※経常収益、コア業務純益、当期純利益はいずれも合算ベース。自己資本比率は単体。
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Company Profile

社名 横浜銀行
本店所在地 神奈川県横浜市西区みなとみらい3-1-1

設立 1920年
資本金 2,156.3億円

経常収益 2,303.8億円（2020年3月期）
従業員数 4,559人

https ://www.boy.co . jp/

1920年
『七十四銀行』の経営危機を受け、横浜財界
が中心となって横浜銀行の前身である『横
浜興信銀行』を設立

1924年 関東大震災被災者の事業再建のため小口
商工資金融資の取扱い開始

1928年 横浜興信銀行が横浜為替会社を起源に持
つ第二銀行を合併

1941年 横浜興信銀行が秦野、鎌倉、足利農商、相
模、明和、平塚江陽の6行を合併

1955年 住宅積金の取扱い開始

1957年 横浜興信銀行から『横浜銀行』へ改称

1973年 初の海外拠点、ロンドン駐在員事務所開設

1978年 外貨預金取扱い開始

1979年 ATM導入開始

1983年 公共債の窓口販売業務開始

1993年 横浜みなとみらい21地区に本店ビル完成

2001年 損害保険の窓口販売業務開始

2002年 生命保険（個人年金保険等）の窓口販売開始

2006年 『ほくほくフィナンシャルグループ』と基幹シス
テムの共同利用に関する業務提携

2008年
総預金10兆円突破

証券子会社、『浜銀TT証券』営業開始

2009年 地域金融機関で初めて中国・上海市に支店
開設

2014年 三井住友信託銀行などとの共同出資子会社
『スカイオーシャン・アセットマネジメント』設立

2016年 東日本銀行と経営統合し、共同持株会社『コ
ンコルディア・フィナンシャルグループ』設立

2017年 スマホ決済サービス『はまPay』スタート

2019年 千葉銀行と業務提携し、『千葉・横浜パート
ナーシップ』を締結

2020年 12月16日に創立100周年を迎える
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り
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を

目
指
す
こ
と
が
、
２
０
１
５
年
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
。

国
内
で
は
、
２
０
１
７
年
に
日

本
経
済
団
体
連
合
会
が
企
業
行
動

憲
章
を
改
定
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
準

拠
す
る
よ
う
修
正
し
た
。
２
０
１

８
年
に
は
内
閣
府
が
『
地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
』
を
発
足
し
、
官
民
を
挙

げ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
方
針

こ
の
状
況
下
、
同
法
人
の
事
業

で
特
徴
的
な
の
は
、
子
ど
も
へ
の

資
金
援
助
を
『
ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ

ン
』
と
い
う
形
式
で
行
う
点
だ
。

登
録
さ
れ
た
塾
な
ど
の
教
育
事
業

者
に
ク
ー
ポ
ン
を
渡
せ
ば
、
子
ど

も
は
費
用
負
担
な
く
授
業
を
受
け

ら
れ
る
。
同
法
人
と
教
育
事
業
者

の
間
で
ク
ー
ポ
ン
を
換
金
し
、
事

業
者
に
対
価
を
支
払
う
仕
組
み
で

あ
る
。

同
法
人
が
現
金
支
給
を
避
け
た

の
は
、
使
い
道
を
教
育
に
限
る
た

め
だ
が
、
ク
ー
ポ
ン
形
式
と
し
た

の
に
は
、
子
ど
も
が
様
々
な
学
び

の
選
択
肢
か
ら
好
き
な
も
の
を
選

べ
る
よ
う
に
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。

今
井
代
表
は
、
「
ニ
ー
ズ
は
多
岐

に
亘
る
が
、
一
団
体
で
対
応
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、

地
域
の
教
育
事
業
者
を
巻
き
込
み
、

様
々
な
教
育
機
会
の
提
供
を
図
っ

た
。
ま
た
、
家
庭
の
経
済
事
情
が

露
呈
す
る
こ
と
を
嫌
う
人
も
い
る
。

１
９
９
５
年
に
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
被
災
し
た
子
ど
も
に
無
料

で
家
庭
教
師
を
派
遣
し
た
。
や
が

て
子
ど
も
向
け
に
キ
ャ
ン
プ
な
ど

の
野
外
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

２
０
０
０
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ブ

レ
ー
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
』
へ

改
組
す
る
。

当
時
の
運
営
は
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
基
盤
と
し
て
い
た
が
、

活
動
に
際
し
て
の
参
加
費
は
子
ど

も
の
家
庭
が
負
担
し
て

い
た
。
こ
の
た
め
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
は

経
済
事
情
を
理
由
に
活

動
に
参
加
で
き
な
く
な

る
子
ど
も
が
増
え
、
２

０
０
９
年
に
は
貧
困
世

帯
の
子
ど
も
に
教
育
支

援
を
行
う
新
事
業
、
チ

ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
チ

ル
ド
レ
ン
を
発
足
。
２

０
１
１
年
に
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
子
ど

も
へ
の
支
援
を
機
に
法
人
化
し
た

の
だ
。

同
法
人
の
教
育
支
援
事
業
が
長

く
続
い
た
背
景
に
は
、
被
災
地
へ

の
支
援
活
動
が
大
き
く
関
係
し
て

い
る
に
違
い
な
い
。
外
部
か
ら
の

支
援
が
地
元
業
者
の
事
業
活
動
と

競
合
し
、
再
起
を
阻
害
す
る
場
合

が
あ
る
が
、
ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン

事
業
は
地
元
の
教
育
事
業
者
に
対

価
を
支
払
う
仕
組
み
で
あ
る
。
地

元
か
ら
多
く
の
賛
同
を
得
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。

目
指
す
は

公
共
事
業
化

た
だ
課
題
も
あ
る
。
今
井
代
表

は
、
「
貧
困
と
教
育
の
問
題
は
一

民
間
団
体
で
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
ま
で
当
法
人
は
２

７
０
０
人
に
５.６
億
円
給
付
し
た
が
、

そ
れ
で
も
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
を
申

し
込
ん
だ
世
帯
の
８
分
の
１
に
し

か
給
付
で
き
て
い
な
い
」
と
し
た

ク
ー
ポ
ン
の
利
点
は
、
傍
目
に
は

貧
困
を
知
ら
れ
ず
に
学
べ
る
こ
と

だ
。
同
法
人
は
ク
ー
ポ
ン
の
電
子

化
を
進
め
る
な
ど
、
一
層
の
秘
匿

性
を
追
求
し
て
い
る
。

チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
・
チ
ル
ド

レ
ン
は
、
宮
城
県
と
兵
庫
県
の
拠

点
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
、
全

国
で
１
１
０
０
ヵ
所
以
上
の
教
育

関
連
業
者
が
賛
同
し
て
い
る
。
子

ど
も
を
支
援
す
る
大
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
毎
年
８０
人
程
度
参
画
。

学
生
は
ク
ー
ポ
ン
の
使
い
道
か
ら

将
来
の
進
路
ま
で
様
々
な
相
談
に

乗
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
子
ど
も

の
数
は
２
０
１
９
年
に
４
６
６
人
。

給
付
額
は
定
額
で
、
小
学
生
は
年

間
１５
万
円
、
中
学
・
高
校
１
、
２

年
生
が
同
２０
万
円
、
中
学
・
高
校

３
年
生
で
は
同
３０
万
円
で
あ
る
。

そ
ん
な
同
法
人
の
起
源
は
１
９

９
４
年
に
遡
る
。
元
は
関
西
学
院

大
学
の
家
庭
教
師
サ
ー
ク
ル
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
と
は
、

国
際
社
会
が
持
続
的

な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
指
針
で

あ
る
。
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
、

「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に　

そ

し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
、
「
気
候
変

動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
と
い
っ

た
１７
の
目
標
と
、
よ
り
細
分
化
さ

れ
た
１
６
９
の
具
体
目
標
か
ら
な

う
え
で
、「
全
国
の
貧

困
世
帯
の
子
ど
も
を

支
援
す
る
に
は
１
学

年
で
年
３
０
０
億
円
、

小
学
校
か
ら
高
校
ま

で
の
１２
学
年
で
３
６

０
０
億
円
の
資
金
が

必
要
だ
」
と
指
摘
す

る
。そ

こ
で
同
法
人
は

地
方
自
治
体
へ
働
き

か
け
て
き
た
。
自
治

体
が
ス
タ
デ
ィ
ク
ー

ポ
ン
事
業
を
予
算
化
し
、
同
法
人

が
受
託
す
る
形
だ
。
す
で
に
東
京

都
や
渋
谷
区
、
千
葉
市
、
大
阪
市
、

佐
賀
県
上
峰
町
、
那
覇
市
が
事
業

化
に
動
い
て
い
る
が
、
今
井
代
表

は
、
「
国
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
。

３
６
０
０
億
円
は
国
家
予
算
で
確

保
で
き
な
い
金
額
で
は
な
い
は
ず

だ
」
と
強
調
す
る
。

貧
困
に
よ
る
教
育
水
準
の
低
下

は
、
低
所
得
者
層
の
拡
大
に
つ
な

が
り
、
貧
困
が
次
世
代
へ
と
連
鎖

す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
経
済
活
動

が
停
滞
し
、
国
の
財
政
が
悪
化
す

れ
ば
、
弱
者
救
済
の
公
的
支
援
が

行
き
届
か
な
く
な
り
、
さ
ら
な
る

貧
困
を
生
む
。

だ
か
ら
こ
そ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、

第
一
に
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」

（
目
標
１
）
が
掲
げ
ら
れ
、
「
質

の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
（
目

標
４
）
と
も
謳
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
、
道
の
り
は
遠
い
が
、

環
境
は
少
し
ず
つ
整
い
始
め
た
。

が
明
確
に
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
あ

た
る
の
か
、
認
識
は
ま
だ
充
分
に

浸
透
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
回

は
、
東
京
都
に
拠
点
を
置
く
公
益

社
団
法
人
、
チ
ャ
ン
ス
・
フ
ォ
ー

・
チ
ル
ド
レ
ン
の
事
業
を
紹
介
す

る
。７

人
に
１
人
の

子
ど
も
が
貧
困

同
法
人
は
、
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
貧
困
世
帯
の
子
ど
も
に

教
育
支
援
を
行
う
。
寄
付
金
を
集

め
、
子
ど
も
が
学
習
塾
や
習
い
事

教
室
と
い
っ
た
学
校
外
の
教
育
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
援
助
し
て

い
る
。
同
法
人
の
今
井
悠
介
代
表

理
事
は
、
「
学
校
教
育
は
標
準
化

さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
外
の
活
動

は
家
庭
の
環
境
や
経
済
事
情
に
左

右
さ
れ
る
」
と
し
、
「
小
・
中
学

生
の
私
的
教
育
費
の
６
割
以
上
を

学
校
外
教
育
へ
の
支
出
が
占
め
て

い
る
だ
け
に
、
家
庭
の
経
済
事
情

の
差
異
が
放
課
後
の
教
育
機
会
の

格
差
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

日
本
で
は
、
最
低
限
の
生
存
条

件
が
満
た
さ
れ
な
い〝
絶
対
的
貧

困
〟は
少
な
い
が
、
社
会
一
般
の

生
活
水
準
に
達
し
て
い
な
い
〝
相

対
的
貧
困
〟
は
意
外
と
多
い
よ
う

だ
。
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
２

０
１
８
年
時
で
日
本
の
子
ど
も
の

７
人
に
１
人
が
相
対
的
貧
困
に
あ

る
と
い
う
。

ＳＤＧｓ
実践ガイド

持続可能な社会へ。『ＳＤＧｓ』の観点を行動指針に据える企業や団体が増えてきたが、
そもそもＳＤＧｓとはどのような取り組みを指すのか。事例を紹介する。

貧困の連鎖を断ち切る！
クーポンで支える学校外教育Company Profile

団体名 チャンス・フォー・チルドレン
本部所在地 東京都江東区亀戸6-56-17 稲畠ビル3階 

設立 2011年
経常収益 1.9億円

職員数 10人
取引銀行 三井住友銀行

https ://cfc .or. jp/

1994年 関西学院の家庭教師サークルとして『関学
学習指導会』発足

1995年 阪神・淡路大震災で被災した児童への学
習支援や青少年活動を開始

1999年 関学学習指導会を『ブレーンヒューマニ
ティー』へ改組

2000年 特定非営利活動法人の認証を受け、青少
年向けの活動を展開

2009年
ブレーンヒューマニティー内のプロジェクト
として『Chance for Children』発足

スタディクーポン事業を開始

2011年 プロジェクトを独立させ、一般社団法人とし
て『チャンス・フォー・チルドレン』設立

2012年 大阪市が実施する『大阪市塾代助成事
業』の運営事業者に選定される

2014年 公益社団法人に改組

～チャンス・フォー・チルドレンの歩み～

家庭の経済状態は、子どもの学校外教育の格差に
直結する（写真右）、チャンス・フォー・チルドレンの今
井悠介代表理事（同左上）、現金ではなくクーポン
を支給することで使途を教育などに限ることができる

（同左下）

写真：Natsuki Yasuda 写真：Natsuki Yasuda

（目標１）…貧困をなくそう

（目標4）…質の高い教育をみんなに
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営
農
発
電
と
は
、
農
地

に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
て
発
電
事

業
を
行
い
つ
つ
、
農
業
を
営
む

新
し
い
事
業
で
あ
る
。
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
間
隔
を
空
け
、
農
作

物
へ
の
日
照
を
充
分
確
保
す
れ

ば
、
農
作
物
へ
の
影
響
は
ほ
ぼ

な
い
と
さ
れ
る
。
農
業
収
入
に

加
え
、
売
電
に
よ
る
収
入
を
得

ら
れ
る
た
め
、
農
家
の
所
得
向

上
に
資
す
る
有
益
な
取
り
組
み

と
言
え
よ
う
。

農
林
水
産
省
は
２
０
１
３
年

３
月
末
、
条
件
付
き
で
原
則
３

年
に
亘
る
農
地
の
一
時
転
用
を

認
め
、
営
農
発
電
の
普
及
を
後

押
し
し
た
。
２
０
１
８
年
５
月

に
は
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

農
地
の
転
用
期
間
を
10
年
以
内

に
延
長
す
る
制
度
改
正
を
実
施
、

規
制
を
緩
和
し
た
の
だ
。
し
か

も
、
経
済
産
業
省
管
轄
の
Ｆ
Ｉ

間
原
則
10
年
、
最
長
20
年
と
い

う
条
件
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
農
林
中
金

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
リ
テ
ー
ル
実
践
部

貸
出
グ
ル
ー
プ
貸
出
企
画
班
の

山
口
雄
大
氏
は
、「
営
農
発
電
で

は
農
業
の
継
続
が
前
提
。
つ
ま

り
営
農
発
電
に
対
し
て
は
農
業

関
連
と
し
て
融
資
な
ど
で
支
援

で
き
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の

強
み
が
発
揮
で
き
る
」
と
い
う
。

一
方
で
、
農
林
中
金
が
提
携

し
た
建
設
会
社
と
の
連
携
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。
な
か
で
も
ウ
エ

ス
ト
Ｈ
Ｄ
は
積
極
的
に
動
い
て

お
り
、
栃
木
県
の
Ｊ
Ａ
し
も
つ

け
（
下
野
農
業
協
同
組
合
）
営

農
経
済
部
経
済
課
の
大
久
保
昇

課
長
は
、
「
元
々
、
当
Ｊ
Ａ
で

は
営
農
経
済
渉
外
担
当
者
を
各

地
区
に
配
置
し
、
農
業
資
材
の

だ
。
厳
格
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

指
示
系
統
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
地
域
ご
と
に
優
先
課
題
も

異
な
り
、
温
度
差
が
大
き
い
よ

う
だ
。

農
林
中
金
は
、
営
農
発
電
の

普
及
活
動
を
全
国
で
進
め
、

「
30
県
域
程
度
の
担
当
者
を
訪

ね
て
説
明
し
た
」
（
久
下
沼
部

長
代
理
）
が
、
説
明
会
ま
で
漕

ぎ
つ
け
た
の
は
宇
都
宮
の
例
だ

け
だ
と
い
う
。
農
林
中
金
に
よ

る
と
、
２
０
２
０
年
５
月
時
点

の
成
約
数
57
件
の
う
ち
、
44
件

が
栃
木
県
で
、
残
り
は
徳
島
県

と
広
島
県
の
み
で
あ
る
。

Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度
）
に
よ
る

出
力
50 

ｋＷ
未
満
の
低
圧
太
陽
光

発
電
は
２
０
２
０
年
度
か
ら
全

量
売
電
が
適
用
外
と
な
っ
た
が
、

10
年
転
用
を
認
め
ら
れ
た
低
圧

の
営
農
発
電
は
単
価
13
円
／
ｋＷｈ

で
の
全
量
売
電
が
特
例
的
に
認

め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
営
農
発
電
の
事
業

環
境
が
整
備
さ
れ
、
い
ま
や
累

計
２
０
０
０
件
以
上
に
及
ぶ
営

農
発
電
が
全
国
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。

農
林
中
金
が
積
極
推
進

こ
の
状
況
下
、
全
国
の
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
金
融
部
門
に
お
け

る
全
国
組
織
で
あ
る
農
林
中
央

金
庫
が
２
０
１
９
年
７
月
に
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
大
手
建
設

会
社
と
の
業
務
提
携
を
発
表
し

た
。
ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

ほ
か
太
陽
光
発
電
設
備
の
販
売

も
推
進
し
て
き
た
が
、
い
ま
は

ウ
エ
ス
ト
さ
ん
の
営
業
マ
ン
が

渉
外
担
当
者
と
一
緒
に
管
内
を

回
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
説
明
。

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
の
管
内
で
は
す

で
に
５
、
６
件
の
成
約
が
あ
り
、

水
田
な
ど
へ
の
設
備
導
入
に
向

け
、
農
地
の
一
時
転
用
の
申
請

を
進
め
て
い
る
。

２
０
１
９
年
12
月
に
は
農
林

中
金
と
ウ
エ
ス
ト
が
農
林
中
金

宇
都
宮
支
店
で
説
明
会
を
開
き
、

栃
木
県
下
の
Ｊ
Ａ
担
当
者
に
営

農
発
電
を
紹
介
し
た
。
そ
こ
で

関
心
を
示
し
た
の
が
Ｊ
Ａ
足
利

（
足
利
市
農
業
協
同
組
合
）
で

あ
る
。
Ｊ
Ａ
足
利
は
２
０
２
０

年
１
月
に
地
元
で
組
合
員
40
人

ほ
ど
を
集
め
て
説
明
会
を
開
催
、

す
で
に
数
戸
の
農
家
で
計
15
件

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
４
社
と
連

携
し
、
営
農
発
電
を
中
心
に
農

家
の
所
得
向
上
を
図
っ
た
わ
け

だ
。提

携
事
業
で
は
、
各
地
域
の

Ｊ
Ａ
が
営
農
発
電
に
関
心
の
あ

る
組
合
員
を
大
手
建
設
会
社
に

紹
介
。
組
合
員
は
有
力
な
建
設

会
社
に
設
備
の
施
工
を
依
頼
で

き
、
Ｊ
Ａ
に
は
仲
介
手
数
料
が

入
る
。
農
林
中
金
は
個
別
の
案

件
に
は
関
与
し
な
い
が
、
Ｊ
Ａ

と
建
設
会
社
の
契
約
書
の
雛
型

を
作
成
。
契
約
書
の
条
文
や
契

約
条
件
が
全
国
で
一
律
に
な
る

よ
う
調
整
す
る
。

農
林
中
金
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
リ
テ

ー
ル
実
践
部
の
久
下
沼
秀
徳
部

長
代
理
は
、
「
昨
今
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
的
な
開
発
目
標
）
の
波

が
急
激
に
起
こ
っ
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
方
針
を
定
め
る

動
き
が
始
ま
っ
た
時
期
で
も
あ

り
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
組
織
に
再
エ

ネ
の
導
入
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
た
」
と
背
景

を
語
る
。

提
携
以
前
か
ら
、
農
林
中
金

は
営
農
発
電
案
件
向
け
の
融
資

商
品
を
提
供
し
て
き
た
。
融
資

額
や
担
保
の
条
件
は
、
各
地
の

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
農
林
中
金
は
目
安
と
し
て

上
限
５
０
０
０
万
円
、
借
入
期

先
行
事
例
の
少
な
さ
も
課
題

だ
ろ
う
。
Ｊ
Ａ
足
利
の
殿
岡
課

長
と
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
の
大
久
保

課
長
は
、
「
近
隣
地
域
も
含
め

て
営
農
発
電
の
実
物
が
な
く
、

組
合
員
も
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
口
を
揃

え
、
大
久
保
課
長
は
、
「
ま
ず

管
内
の
各
地
区
に
１
、
２
件
ず

つ
事
例
が
で
き
れ
ば
、
認
知
が

広
が
る
だ
ろ
う
」
と
付
け
加
え

た
。
農
林
中
金
の
久
下
沼
部
長

代
理
も
認
知
度
が
重
要
と
い
う

認
識
を
示
し
た
う
え
で
、「
個
々

の
件
数
は
少
な
く
て
も
全
都
道

府
県
に
展
開
さ
せ
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
た
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
る
。
Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
の
大
久

保
課
長
は
「
３
月
と
４
月
に
地

元
で
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い

た
が
、
中
止
に
し
た
。
組
合
員

の
意
見
な
ど
を
聴
取
す
る
機
会

だ
っ
た
が
、
時
期
が
悪
か
っ

た
」
と
嘆
息
す
る
。
農
林
中
金

で
は
、
直
接
訪
問
に
よ
る
説
明

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
て

続
け
る
方
針
だ
が
、
新
規
成
約

数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
い
う
。

と
も
あ
れ
、
営
農
の
継
続
に

寄
与
す
る
営
農
発
電
を
推
進
す

る
価
値
は
大
き
い
。
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
新
た
な
試
み
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
あ
る
。

の
成
約
に
至
っ
て
い
る
。
現
在

は
農
業
委
員
会
に
申
請
中
で
、

Ｊ
Ａ
足
利
営
農
経
済
部
経
済
課

の
殿
岡
茂
男
課
長
は
、
「
許
認

可
が
順
調
に
進
め
ば
、
年
内
に

も
着
工
で
き
る
だ
ろ
う
。
営
農

発
電
は
地
域
で
前
例
が
な
い
だ

け
に
楽
し
み
だ
」
と
期
待
を
覗

か
せ
る
。

栃
木
か
ら
全
国
へ

も
っ
と
も
、
農
林
中
金
と
都

道
府
県
単
位
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を

統
括
す
る
信
連
（
信
用
農
業
協

同
組
合
連
合
会
）
、
さ
ら
に
各

地
の
Ｊ
Ａ
は
、
各
々
別
の
組
織

農
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
営
農
と
発
電
事
業
の
両
立
を
図
る

〝
営
農
発
電（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）〟。農
林
中
金
が
全
国
の
Ｊ
Ａ
管
内
へ
の
普
及
を
促
し
、

栃
木
県
内
の
Ｊ
Ａ
が
呼
応
し
た
。営
農
発
電
の
普
及
が
本
格
化
す
る
の
か
。

栃
木
の
Ｊ
Ａ
が
営
農
発
電
に
本
腰

ハウスイチゴや果菜
類、花卉などの栽培
も盛んだ

栃木県下の農業の主力は
稲・麦作である

JA足利では野菜
や果物を『あしか
が美人』という名
称でブランド展開
している

JA足利営農経
済部経済課の
殿岡茂男課長

JAしもつけでは従来
から太陽光発電を積
極的に提案してきた

農林中央金庫の久下沼秀徳部長代理（左）と山
口雄大氏（右）

エ ネ ル ギ ー 新 時 代

広がる脱炭素社会

Company Profile

団体名 足利市農業協同組合
所在地 栃木県足利市弥生町20

設立 1977年
役職員数 260人

https ://www. jaash ikaga .or. jp/

団体名 下野農業協同組合
所在地 栃木県栃木市片柳町2丁目1-44

設立 2003年
役職員数 427人

https ://www. ja-sh imotsuke . jp/

団体名 農林中央金庫
所在地 東京都千代田区有楽町1-13-2

設立 1923年
資本金 4兆401億円

役職員数 3676人

https ://www.nochubank .or. jp/
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良くなるのが得意だった。だから以前は敢
えてビジネスマッチングの提案に積極的
ではなかったが、いま思うと、ビジネスマッチ
ングを積極的にしていれば、さらに好かれ
ていただろう。お客様の課題解決、すなわ
ちソリューションこそ、お客様に最も響く提案
の形であるように思う。

──コロナ禍の影響で苦しむ企業への
支援は？
森氏●金融機関ゆえ、資金提供で支援
するが、たとえ無利子の融資でも、お客様
には元金の返済が残る。平時であれば、
計画を立てられても、今回はコロナの終息
時期が見えないので難しい。非常に悩むと
ころだ。
　我 に々できることは、資金提供によってお
客様を支え、コロナ禍が収束に近づいた
頃にビジネスマッチングやコンサルティン
グなどを提供してお客様とともに再建の道
を探ること。何とかこの危機を乗り越えたい。

亀飼氏●中長期的に起こり得るコロナ禍
の影響に備え、資金を確保したいお客様
が多い。金融機関はそれに応え、当面は
お客様への資金提供で支援する。そして
コロナ禍が収束に向かい、業績が回復し
つつある時期から積極的に課題解決を
進めていきたい。いまは耐えていただくとき
である。

──ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）へ
の取り組みは。
森氏●ＳＤＧｓに関しては、その進捗度合い
を定量的に測る術がない点で、かつての
地域創生と似ている。我々は地域創生部
を設け、セミナーやイベントを開いて地域の
ために取り組んできたが、成果の検証がで
きないままに数年が経った。
　当然ながら、コロナ禍などの影響で苦し
む企業はＳＤＧｓどころではない。だからお
客様の課題を把握し、ＳＤＧｓに沿った提
案が有効なお客様に少しずつアプローチ
しながら徐 に々ＳＤＧｓを地域に根づかせて

いくほかないように思う。

亀飼氏●「ＳＤＧｓ」と言っても、三重県内
ではなかなか響かない。ただＳＤＧｓに近い
ことに取り組まれている企業は存在する。だ
から、たとえば人事制度の構築といった提
案のなかにＳＤＧｓに沿った内容を散りばめ
る。ＳＤＧｓを前面に出すよりも、提案のなか
に要素を入れることによって、少しずつ理解
を深めていだだくという工夫が要る。

──ＦＡ（ファイナンシャル・アドバイザ）
について。
森氏●ＦＡは、営業店の担当者では対応
できない業務の支援から営業店の課題の

抽出や改善策の考案まで幅広く
手掛ける特別職で、営業店の有
能な行員のなかから選出され
る。以前は４つの支社にそれぞれ
１人ＦＡがいて、本部と営業店の
橋渡し役として機能していた。そ
のＦＡを２０１９年４月から14人に
増やし、法人営業を強化するた
め、本部のソリューション営業部
に集めた。亀飼もそのひとりだ。
　組織を編成して１年３ヵ月が
経ち、少しずつ基盤が出来てき
たが、特にＦＡに期待したいのは
人材育成だ。ＦＡは有能なのだ
から、そうした行員が一人でも増
えれば組織の土台がしっかりし
てくる。営業店に寄り添って、支
店長や役席と一緒に若い行員
を育ててほしい。

亀飼氏●私はＦＡ職に就くま
で、営業店に10年在籍し、法人
営業を担当したが、当時を振り
返ると、果たしてソリューション提
案が充分にできていたのかと思
う。営業店の行員は雑務も多く、
ソリューション提案まで手を回せ
ていないからだ。しかしそれは行
内の事情であって、片やお客

様のニーズに応えなければならない。
　ＦＡになっていままで以上にお客様のこと
を考えると、やはり組織としていかにお客様
の求めるソリューションを実行できるか、営
業店を支えながら組織力の強化に努めて
いきたい。

森氏●法人営業を担当する行員は約
350人いる。ＦＡが若い行員を育ててくれれ
ば、充分底上げが図れるはずだ。私の仕
事は、ＦＡも含めて若い行員が抱える課題
や要望を聞き入れ、組織の課題を本部で
解決していくこと。銀行は各部署が縦割り
ゆえ生じる課題や矛盾がある。段階を踏ん
で解決していく。

──入社後の経歴や仕事のやりがいに
ついて。
森氏●私の経歴は特殊で、入行後に営
業店に配属された後、30歳で県の財団に
出向し、ベンチャー企業を支援した。本部
に戻ると、ＰＦＩ（民間資金を活用した社会
資本整備）などに携わり、支店長を経験し
て再び本部に戻った。与えられた仕事に対
して期待以上の成果を上げようという思い
は常にあったが、特別な目的をもってスキ
ルを積み上げてきたわけではない。以前知
り合ったお客様から数年後に突然相談を
受けることがあると、ふと自分も人の役に立っ
ているのだろうと実感が湧く。それがやりが
いだ。

亀飼氏●私は入社後、白子支店、四日市
支店、本店営業部を経て、本部に配属さ
れたが、一貫して法人渉外を担当し、融資
から預金まで全般的に携わった。最初は
実績を上げて社内で評価されることが仕
事のモチベーションになっていたが、次第
にお客様に喜ばれるために仕事をするよう
になった。
　行員は夢の塊だと思う。銀行という信頼
があるので、若い行員でも企業の社長と直
接会って決算書を見せてもらい、提案させ
ていただくのだから。しかもその提案が社長
に響けば、配属先が変わっても社長と長く
お付き合いさせていただくこともできる。こん
なに素晴らしい職種はない。

──ビジネスマッチングにおける成功の
ポイントは？
森氏●30代の頃にビジネスマッチングを
担当したことがある。当時はいまほど完成さ

れていなかったが、当時もいまもポイントは
変わらないように思う。要は行員が商材に
対して腹落ちするか否かだ。商材はお客
様のものでも、行員がマッチングして取引
先を探すのだから、行員自身がその商材
を良いものだと腹落ちしなければ、積極的
に商材を勧められないはずだ。

亀飼氏●ビジネスマッチングの効率を高
めるには、本部と営業店の連携も欠かせな
い。私は本部に在籍しつつ営業店に近いと
ころにいるので、本部から下りてくる商材の
情報をそのまま営業店に下ろすのではなく、
営業店の担当者がお客様に提案できるよ
うに形にする。行内の情報を活かせば、商

材の良さや売り方などをより具体
化できるように思う。

──法人営業のコツとは？
森氏●何かをきっかけにお客
様が心を開く瞬間がある。きっか
けとは、恐らく我々がお客様の求
める情報を提供したり、小回りが
利いたり、早いレスポンスで答え
たり、お客様の期待以上のこと
をすることによって生まれるように
思う。
　私は最初から相手に印象を
与えられるタイプではない。徐々
に距離をつめながら次第に仲良
くなる場合が多い。行員には
各々自分に合った手法がある
だろうが、地銀の行員ならば、
専門用語を並べてお客様とビ
ジネスライクに付き合うのではな
く、プライベートなことまで相談を
受ける関係づくりを目指すべきで
はないか。

亀飼氏●私はまずお客様の悩
みを聞く。そして税務など専門的
な話をして徐々に認めてもらう。
私はフットワークが軽く、頻繁に
訪問していたので、お客様と仲

秀逸バンカーの
仕事観期 待 の 逸 材

─ 対談 ─

人材を育て、組織をつくる

ソリューション営業部長

森 健彦
プロフィール●1968年三重県四日市市生まれ。90年名
古屋大学経済学部卒業後、百五銀行入行。富田支店な
どを経て、財団法人三重県産業支援センターへ出向し、
ベンチャー企業支援を担当。2002年よりPFI（民間資金
を活用した社会整備資本）向け融資を担当。15年蓮花
寺支店支店長に就任。19年より現職。

ソリューション営業部 
コンサルティング課

亀飼 佑 課長代理

プロフィール●1986年三重県津市生まれ。2009年関西
大学文学部卒業後、百五銀行入行。白子支店、四日市支
店、本店営業部で法人渉外に従事し、ソリューション営業
部に配属。19年より現職。

ソリューション営業部 コンサルティング課

亀飼 佑 課長代理百五銀行 森 健彦
ソリューション営業部長
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│
│
６
次
産
業
化
と
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
で
し
ょ
う
か
。

６
次
産
業
化
と
は
、
１
次
産
業

の
農
林
水
産
業
と
２
次
産
業
の
加

工
業
、
さ
ら
に
３
次
産
業
の
小
売

業
や
飲
食
業
を
融
合
し
て
、
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
取
り
組
み
で

す
。
６
次
産
業
の
６
次
に

は
、
１
次
と
２
次
と
３
次

を
掛
け
合
わ
せ
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。

６
次
産
業
化
は
、
農
林

水
産
業
者
が
生
産
物
を
加

工
し
、
消
費
者
に
小
売
り

す
る
川
下
へ
の
展
開
と
、

小
売
業
者
や
飲
食
業
者
が

加
工
業
や
農
林
水
産
業
へ

参
入
す
る
川
上
へ
の
展
開

に
大
別
さ
れ
ま
す
。
背
景

に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
の
衰
退
が
あ

り
ま
す
。
農
林
水
産
物
の

価
値
を
高
め
、
生
産
者
の

収
益
向
上
と
産
業
の
活
性

化
を
図
る
目
的
で
６
次
産

業
化
が
推
進
さ
れ
て
き
た

の
で
す
。

│
│
具
体
的
な
成
功
事
例
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

川
下
へ
の
展
開
か
ら
紹
介
す
る

と
、
井
上
誠
耕
園
の
事
例
で
す
。

香
川
県
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
農
家

で
あ
る
井
上
誠
耕
園
は
、
栽
培
し

こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

井
上
誠
耕
園
は
、
新
聞
広
告
な

ど
を
活
用
し
て
都
会
に
住
む
健
康

意
識
の
高
い
シ
ニ
ア
の
女
性
層
を

中
心
に
認
知
さ
れ
た
の
で
す
が
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
功
を
奏
し
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
生
産
者
の
顔

を
見
せ
て
、
数
量
に
限
り
が
あ
る

も
の
の
、
原
料
に
こ
だ
わ
る
姿
勢

を
表
現
し
、
安
心
、
安
全
、
高
品

質
、
希
少
性
を
消
費
者
に
訴
求
し

た
の
で
す
。

い
ま
や
小
豆
島
は
国
内
有
数
の

オ
リ
ー
ブ
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
オ
リ
ー
ブ
園
の
体

験
を
売
り
に
し
た
旅
行
プ
ラ
ン
ま

で
あ
り
ま
す
。
井
上
誠
耕
園
の
成

功
は
小
豆
島
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
る
の
で
す
。

│
│
川
上
へ
展
開
し
た
事
例
は
あ

り
ま
す
か
。

飲
食
業
や
小
売
業
か
ら
農
業
へ

の
展
開
は
最
近
増
え
て
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
飲
食
店
を
運
営
す
る
イ

ー
ト
ウ
ォ
ー
ク
の
事
例
は
挙
げ
て

お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
同
社
は
野

菜
に
こ
だ
わ
り
、
全
国
各
地
の
農

家
か
ら
直
接
仕
入
れ
た
野
菜
を
、

新
鮮
さ
や
季
節
感
、
新
体
験
な
ど

の
付
加
価
値
と
と
も
に
飲
食
店
で

提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の

顧
客
を
獲
得
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
飲
食
店
と
農
家
の
直

接
取
引
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
以

前
は
限
定
的
で
し
た
。
と
い
う
の

も
、
飲
食
店
が
長
期
に
亘
っ
て
安

定
し
て
農
作
物
を
購
入
し
続
け
て

く
れ
る
か
ど
う
か
、
農
家
が
懐
疑

的
だ
っ
た
の
で
す
。
飲
食
店
は
農

家
と
膝
詰
め
で
交
渉
し
、
価
値
観

を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
直

接
仕
入
れ
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ

ま
で
一
気
通
貫
の
食
材
の
提
供
が

実
現
し
た
の
で
す
。

│
│
６
次
産
業
化
を
成
功
さ
せ
る

秘
訣
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

川
上
へ
の
展
開
で
あ
れ
ば
、
農

家
や
自
治
体
と
の
関
係
構
築
が
鍵

で
し
ょ
う
。
飲
食
店
や
小
売
業
者

の
な
か
に
は
、
農
業
へ
の
新
規
参

入
を
試
み
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
参
入
し
や
す
く
な
っ
た
と
は

い
え
、
様
々
な
規
制
や
ハ
ー
ド
ル

が
あ
っ
て
容
易
に
は
進
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
農
家
と
の
信
頼
関

係
が
深
ま
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
後

継
者
不
足
に
悩
む
農
家
が
営
農
の

継
続
を
断
念
し
、
飲
食
店
や
小
売

業
者
に
農
地
を
貸
そ
う
と
い
う
考

え
に
至
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
す
。
農
家
か
ら
直
接
仕
入
れ
て

い
る
と
い
う
特
徴
を
、
た
と
え
ば

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
点
を
顧
客

に
訴
求
す
る
な
ど
、
店
舗
で
う
ま

く
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
い
食
材
を
仕
入
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
美
味
し
い
に
決
ま
っ
て
い
る

と
い
っ
た
あ
る
種
の
驕
り
に
な
っ

て
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
価
値
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
表
現
を

工
夫
し
て
顧
客
の
獲
得
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

│
│
川
下
展
開
に
お
け
る
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

や
は
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
し

ょ
う
。
一
般
に
生
産
者
は
、
も
の

づ
く
り
に
長
け
て
い
ま
す
が
、
農

産
物
が
誰
の
手
に
渡
り
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
踏
み
込
ん

で
考
え
る
方
は
少
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
井
上
誠
耕
園
の
例
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
作
っ
た
も

の
を
ど
の
よ
う
に
加
工
し
て
誰
に

販
売
す
れ
ば
、
評
価
し
て
も
ら
え

る
の
か
、
考
え
抜
い
て
工
夫
す
る

こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
農
作
物
を
加
工

し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
方
向
に

い
く
の
で
し
ょ
う
。
と
く
に
生
鮮

野
菜
の
場
合
は
、
完
全
無
農
薬
野

菜
で
あ
る
と
か
、
品
種
が
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
る
と
い
っ
た
何
か
し
ら
の

特
徴
が
な
い
限
り
、
差
別
化
を
図

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

と
も
あ
れ
、
規
模
の
小
さ
い
零

細
農
家
に
は
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

現
実
的
に
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
６
次
産
業
化
は
難
し
く
、
そ
れ

が
日
本
の
農
業
の
本
質
的
な
課
題

で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
は

り
一
定
規
模
の
企
業
体
で
農
業
を

進
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
後

継
者
問
題
も
絡
め
て
課
題
解
決
を

進
め
て
い
け
ば
、
６
次
産
業
化
と

い
う
新
し
い
取
り
組
み
も
促
進
さ

れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

た
の
で
す
。

そ
ん
な
な
か
、
イ
ー
ト
ウ
ォ
ー

ク
は
、
全
国
各
地
の
観
光
協
会
や

Ｊ
Ａ
（
農
業
協
同
組
合
）
、
自
治

体
と
連
携
し
、
各
地
で
食
材
を
発

掘
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
飲
食
店
の
購
買
担
当
者
は
現

地
で
農
家
と
意
思
疎
通
が
図
れ
ま

す
し
、
農
家
は
新
た
な
卸
先
を
開

拓
で
き
ま
す
。
農
家
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
、
徐
々
に
口
コ
ミ
で

広
が
り
、
多
く
の
農
家
が
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
飲
食
店
も
、
様
々
な
地
方
の

食
材
を
季
節
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
店
舗

の
付
加
価
値
が
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
生
産
者
か
ら
消
費
者

た
オ
リ
ー
ブ
で
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

や
化
粧
品
を
生
産
し
、
店
舗
販
売

や
通
信
販
売
を
手
掛
け
つ
つ
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
料
理
を

提
供
す
る
飲
食
店
ま
で
経
営
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
展
開
に
よ
っ

て
、
通
常
１
ｇ
あ
た
り
２
〜
３
円

の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
同
７
〜
10

円
で
販
売
し
、
収
益
性
を
高
め
る

経営コンサル、Ｐ＆Ｅディレクションズによる『いまさら聞けない』シリーズ。
今回は、農林水産業の活性化に寄与する６次産業化について解説してもらう。

い ま さ ら  　 聞 け な い

６次産業化

木部賢二ディレクター
1982年愛知県生まれ。2004年東京大学農学部卒業、2006年東京大学大
学院農学生命科学研究科修了。船井総合研究所を経て、P&Eディレクショ
ンズ入社。製造業から小売業、サービス業まで支援を実施。定量分析に基
づく経営課題の真因把握、打ち手の抽出、実行支援などを得意とする。

お問い合わせ先

株式会社ピー・アンド・イー・ディレクションズ
東京都中央区銀座6-8-7交詢ビルディング8階
TEL●03-3573-0070  Email●info@ped.co.jp
http://www.ped.co.jp
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地域経済

アナライズ

  有効求人倍率は2020年3月から全国的に下落傾向を強めてお
り、新型コロナウイルス感染症の流行が影響しているものとみられ
る。とくに石川県、東京都、愛知県、鳥取県では、コロナ禍以前と比
べ下落幅が大きく、東京都では5月も1.4倍を維持したが、3月まで

の2倍前後から急落している。このほか北海道や青森県、岩手県、
千葉県、神奈川県、滋賀県、兵庫県、和歌山県、高知県、長崎県、沖
縄県では、5月に1倍を下回り低水準だ。なお、大都市圏外では、福
井県と岡山県、広島県が比較的高い求人倍率を維持している。

　東京商工リサーチの調べによると、企業の倒産件数は2020年2
月から3月にかけて運輸業以外の全業種で増加をみせた。コロナ禍
の影響によるものとみられる。4月までの増減傾向は業種ごとに異な
るが、6月には全業種で倒産件数が増加した。コロナ禍の影響が予

想される2020年2月から6月までの月平均倒産件数の前年同期比
を産業別に比較すると、「金融・保険業」が200％と最も高く、「農・
林・漁・鉱業」の164％、「不動産業」の106％が続く。なお、6月には
10業種中4業種がコロナ禍後最多の倒産件数を記録した。

　経済産業省および中部経済産業局の統計によると、2020年
3月以降、百貨店やスーパー、コンビニの販売額が前年同月比で
減少している。日本自動車販売協会連合会らの調べによると、乗
用車の新車登録台数も、4月から前年同月比の減少率が高まっ
ており、5月は前年同月比46.7％減と急落した。鉱工業生産指数

や消費者物価指数なども同様の傾向がみられる。
　その一方で、国内銀行貸出残高は4月から前年と比べて増加
傾向で推移している。コロナ禍で消費が冷え込み、企業の業績が
悪化するなか、国内銀行が金融支援を強めている状況がうかが
える。

求人倍率が全国的に下落 

6月に全業種で倒産増

小売りや新車販売が低迷

地域経済

アナライズ

地域経済

アナライズ

地域経済

アナライズ

47都道府県の月別有効求人倍率� 単位：倍

2019年12月 増減 2020年1月 増減 2020年2月 増減 2020年3月 増減 2020年4月 増減 2020年5月
北海道 1.1 ↘ 1.0 ↗ 1.2 ↘ 1.1 ↘ 1.0 ↘ 0.9
青森県 1.2 ↘ 1.0 ↘ 1.1 → 1.1 ↘ 1.0 ↘ 0.9
岩手県 1.3 → 1.3 → 1.3 ↘ 1.2 ↘ 1.0 ↘ 0.9
宮城県 1.8 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1
秋田県 1.6 ↗ 3.2 ↘ 1.4 → 1.4 ↘ 1.2 → 1.2
山形県 1.5 ↘ 1.4 → 1.4 ↘ 1.3 ↘ 1.1 ↘ 1.0
福島県 1.6 ↘ 1.5 → 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1
茨城県 1.8 ↘ 1.7 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.3 ↘ 1.2
栃木県 1.5 ↘ 1.4 → 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1 ↘ 1.0
群馬県 1.8 ↘ 1.7 ↘ 1.6 → 1.6 ↘ 1.4 ↘ 1.2
埼玉県 1.4 ↘ 1.3 → 1.3 ↘ 1.2 ↘ 1.1 ↘ 1.0
千葉県 1.4 ↘ 1.3 → 1.3 ↘ 1.2 ↘ 1.1 ↘ 0.9
東京都 2.3 ↘ 2.1 → 2.1 ↘ 1.9 ↘ 1.6 ↘ 1.4
神奈川県 1.3 ↘ 1.2 → 1.2 ↘ 1.1 ↘ 1.0 ↘ 0.8
新潟県 1.7 ↘ 1.6 → 1.6 → 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1
富山県 1.9 ↘ 1.6 → 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2
石川県 2.0 ↘ 1.8 ↘ 1.7 ↘ 1.6 ↘ 1.4 ↘ 1.2
福井県 2.2 ↘ 2.1 → 2.1 ↘ 1.9 ↘ 1.7 ↘ 1.5
山梨県 1.4 ↘ 1.3 → 1.3 ↘ 1.2 ↘ 1.0 → 1.0
長野県 1.6 ↘ 1.5 → 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.0
岐阜県 2.0 ↘ 1.9 ↘ 1.8 ↘ 1.7 ↘ 1.5 ↘ 1.3
静岡県 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.3 ↘ 1.1 ↘ 1.0
愛知県 2.0 ↘ 1.8 ↘ 1.6 → 1.6 ↘ 1.4 ↘ 1.2
三重県 1.7 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1
滋賀県 1.5 → 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.0 ↘ 0.8
京都府 1.7 → 1.7 → 1.7 ↘ 1.5 ↘ 1.3 ↘ 1.1
大阪府 1.9 ↘ 1.8 ↘ 1.7 ↘ 1.6 ↘ 1.4 ↘ 1.2
兵庫県 1.5 ↘ 1.4 → 1.4 ↘ 1.3 ↘ 1.1 ↘ 0.9
奈良県 1.6 → 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1
和歌山県 1.5 ↘ 1.3 → 1.3 ↘ 1.2 ↘ 1.0 ↘ 0.9
鳥取県 1.9 ↘ 1.7 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.3 ↘ 1.1
島根県 1.9 ↘ 1.8 → 1.8 ↘ 1.6 ↘ 1.4 ↘ 1.3
岡山県 2.2 ↘ 2.1 ↘ 2.0 → 2.0 ↘ 1.7 ↘ 1.5
広島県 2.1 ↘ 2.0 ↘ 1.9 ↘ 1.8 ↘ 1.5 ↘ 1.4
山口県 1.7 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1
徳島県 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.3 ↘ 1.1 ↘ 1.1
香川県 2.0 ↘ 1.9 ↘ 1.8 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.3
愛媛県 1.8 ↘ 1.7 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.3 ↘ 1.2
高知県 1.4 ↘ 1.3 → 1.3 ↘ 1.2 ↘ 1.0 ↘ 0.9
福岡県 1.7 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1
佐賀県 1.4 ↘ 1.3 → 1.3 ↘ 1.2 ↘ 1.0 ↘ 1.0
長崎県 1.3 ↘ 1.2 → 1.2 ↘ 1.1 ↘ 0.9 → 0.9
熊本県 1.8 ↘ 1.6 ↘ 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.3 ↘ 1.1
大分県 1.6 ↘ 1.5 → 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.2 ↘ 1.1
宮崎県 1.5 ↘ 1.4 → 1.4 ↘ 1.3 ↘ 1.1 ↘ 1.0
鹿児島県 1.5 ↘ 1.4 ↘ 1.3 ↘ 1.2 ↘ 1.1 ↘ 1.0
沖縄県 1.2 → 1.2 → 1.2 ↘ 1.1 ↘ 0.9 ↘ 0.7

※矢印は前月に対する倍率の増減
※厚生労働省資料をもとに作成。月間有効求人数を月間有効求職者数で除して得た月間有効求人倍率。パートタイムを含む 

産業別倒産件数� 単位：件

2019年12月 増減 2020年1月 増減 2020年2月 増減 2020年3月 増減 2020年4月 増減 2020年5月 増減 2020年6月
農・林・漁・鉱業 9 ↗ 13 ↘ 6 ↗ 9 ↘ 8 ↘ 7 ↗ 16
建設業 115 ↗ 119 ↘ 118 ↗ 142 ↘ 111 ↘ 49 ↗ 109
製造業 91 ↘ 85 ↗ 86 ↗ 92 ↗ 99 ↘ 52 ↗ 81
卸売業 101 ↗ 129 ↘ 95 ↗ 110 ↘ 88 ↘ 51 ↗ 102
小売業 99 ↗ 100 ↘ 85 ↗ 92 ↗ 114 ↘ 48 ↗ 97
金融・保険業 2 ↘ 0 ↗ 1 ↗ 4 → 4 ↘ 1 ↗ 8
不動産業 23 → 23 ↘ 17 ↗ 21 ↗ 22 ↘ 5 ↗ 37
運輸業 20 ↗ 28 ↘ 23 ↘ 11 ↗ 21 ↘ 12 ↗ 22
情報通信業 31 ↘ 14 ↗ 20 ↗ 40 ↘ 23 ↘ 6 ↗ 30
サービス業ほか 213 ↗ 262 ↘ 200 ↗ 219 ↗ 253 ↘ 83 ↗ 278
※矢印は各月間における件数の増減を示す
※東京商工リサーチ発表資料をもとに作成

国内景況動向� 単位：％

2019年12月 2020年1月 2020年2月 2020年3月 2020年4月 2020年5月

百貨店・スーパー販売額（店舗調整後） ▲2.8 ▲1.5 0.2 ▲10.1 ▲22.1 ▲16.7

コンビニエンスストア販売額 0.6 1.6 3.4 ▲5.4 ▲10.7 ▲9.6

乗用車新車登録台数 ▲11.1 ▲12.1 ▲9.9 ▲9.0 ▲30.4 ▲46.7

新設住宅着工戸数 ▲7.9 ▲10.1 ▲12.3 ▲7.6 ▲12.9 ▲12.3

鉱工業生産指数（季節調整済） 0.2 1.9 ▲0.3 ▲3.7 ▲9.8 ▲8.4

消費者物価指数（生鮮食品を除く） 0.7 0.8 0.6 0.4 ▲0.2 ▲0.2

国内銀行貸出残高 1.8 2.2 2.2 2.1 3.9 6.0
※数値は対前年同月比の増減率
※経済産業省、日本自動車販売協会連合会、全国軽自動車協会連合会、国土交通省、総務省、日本銀行の資料をもとに作成



佐伯ごまだし
旨味も栄養もたっぷり！ 海の恵みを閉じ込めた万能調味料です。
パスタ、うどん、お茶漬けなどにも。

佐伯市の漁村に伝わるごまだしは、とれたての魚を使った昔ながらの保存食。大分県民
にとってのソウルフードでもあります。目の前に漁港が広がる工場の中で、一つ一つ手作
業で丁寧に小骨を取ったりほぐしたりと大事に大事に作られています。もちろん甘味料、
保存料は一切不使用！和製アンチョビの感覚でどんな料理にもお使いいただけます。

大分のいいもの、美味しいもの。
大分銀 行が大分県内の優れた素材を商品化し、
国内外に販 売することを目的として設立した地 域商社。

Oita Madeの
オンラインショップ

ホームページ

独創と革新のダイナミズム！
甦る地域農業

Vol.5

事業承継の切り札！
投資ファンド活用術

Vol.6

［バックナンバー］

2020  SummerVol.7

発行

編集  株式会社桜麦社

株式会社ピー・アンド・イー・ディレクションズ
東京都中央区銀座6-8-7 交詢ビルディング8階

リッキービジネスソリューション株式会社
東京都千代田区丸の内2-2-1 岸本ビル10階

株式会社ウエストホールディングス
東京都新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシティビル32階

本誌掲載記事の無断転載を禁じます

2020年8月26日

企業家のための地域経済誌

［コアラネット］ 通巻7号

コアラネット運営事務局
〒163-1431 東京都新宿区西新宿3-20-2 東京オペラシティビル31階
株式会社ウエストエネルギーソリューション内 コアラネット運営事務局
Tel.03-5353-6868（受付時間：平日10:00～18:00 土日祝日、年末年始を除く）

ご意見、記事等に関するお問い合わせは、
以下で受けつけております。

コアラネットは、金融機関の法人担当者と地域の企業家をつなぐ
コミュニケーションツールとしてご活用いただき
地域経済の活性化に貢献することを目指します。

媒体概要
年4回発刊（春号、夏号、秋号、冬号）
発行部数：2万部

金融機関

企業家

進む“脱炭素化”
世界の潮流に乗り遅れるな！

Vol.1
“地域の光”を世界に届ける！
地域商社の挑戦

Vol.2
日本の雇用を守り抜く
強い地域企業の条件

Vol.3

地域再生に活かせ！
エネルギー革命

Vol.4

322020  Summer
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再生可能エネルギー
100％の新時代

コロナ禍で際立つ
最大手横浜銀行の理念

［戦う地銀］

大矢恭好代表取締役頭取


